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真田氏ゆかりの名所　生島足島神社
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由来

 長野大学の最寄り駅である「大学前」駅、そこから一駅分歩いた場所

にあるのが、この生島足島神社（いくしまたるしまじんじゃ）です。

 この特徴的な名前は『生きとし生けるもの万物に生命力を与える』生

島大神と『生きとし生けるもの万物を満ち足らしめる』足島大神、この

二神が祀られているからです。日本列島の中央から万物を生み育て、国

中を満たし給っているのです。

御由緒

 太古より国土の鎮守として仰がれる信濃の古社で、神代の昔、建御名

方富命が諏訪の地に向かわれる途すがら、この地にお留まりになり、二

神に奉納し米粥を煮て献ぜられたと伝えられ、その故事は今も御籠祭と

いう神事として連綿と続いています。

 鎌倉期には北条氏、戦国期には武田氏・真田氏の武将をはじめ、代々

の上田城主も神領の寄進・社殿の修繕などを行っています。

境内

 中央の池心宮園池の神島、そこに御本社（上宮）が鎮座しており、お

祓いお清めの神様を祀る十三社、絵馬が奉納される子安社があります。

御神橋の隣の桟橋を渡ると直売所と授与所、そして奉納や結婚式を行う

神楽殿があります。御本社（上宮）と向かい合うように諏訪神社（下

宮）があります。境内には『夫婦欅』『家族欅』『火除欅』という御神

木があり、夫婦円満・家内安全・防災安全をそれぞれ願っています。

御柱祭

 六年に一度の「式年大祭」である御柱祭が今年の四月中旬に行われま

す。東山から切り出した赤松の大木を、里山から神社まで近隣住民総出

で曳行していきます。

 春の穏やかな陽気の中、笛太鼓とともに「和やかに」進んでいく様子

は、一般的な御柱祭の勇壮さとは一味違った様相になります。
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① 住所、② 電話番号、③ 営業時間、④ 定休日、⑤ 紹介しているパンの商品名、⑥ 紹介しているパンの価格（税込） 3

自然に囲まれた居心地の良い雰囲気のお店。店主は25年
以上日々勉強しながら楽しんでパン作りをしている。

中でも一番の人気商品は「ミックスライ」。バターや砂糖を一
切使わず、イチジクやレーズンなどのドライフルーツを使った
オーガニック素材のパンが多くある。ひとつのパンに1週間以
上の時間をかけて、粉から挽いて作っている。

1. 穀蔵 ① 上田市上野2338
② 0268-21-8000
③ 11:00～18:00
④ 火曜・水曜・木曜

自然酵母のパンとレストラン、茶房がある店。北国街道の柳
町にあり、散歩するのに良い通りとなっている。

パンは素朴な田舎パンとなっており、原材料には日本の麦を
使用している。基本は手作り、一部の麦は石臼挽きとなってお
り、身体に良く、味わい深い。あんぱんや季節のパン、パイなど
もある。

2. ルヴァン 信州上田店 ① 上田市中央4-7-31(柳町)
② 0268-26-3866 
③ 9:00～18:00
④ 水曜・第1木曜

住宅街の一角、ツタが生い茂った特徴的なビル。その二階
で「一間」の店名通り、雑貨を販売しながら、小さなスペースで
パンを販売している。

商品を翌日に持ち越すことはないため、いつでも焼きたての
食感が味わえる。添加物を控えたパンはシンプルながら、どこ
か優しい味わい。それでいてお値段も120円程でリーズナブ
ル。

3. HITOMA 雑貨とパン
①  上田市大手2-2-27 

26bldg.2F
②  050-5899-5542
③  11:00～17:00

信州りんごを生の果実のままスライスし焼き上げたりんご本
来の味・触感が引き立つアップルパイが楽しめる。信州りんご
のおいしさを広めながらも信州産だけにこだわらず他県産のり
んごも使用することで、一年中いつ訪れても一番おいしい旬の
りんごが味わえるお店。

初めて訪れる方は紅玉などの定番、２回目以降の方には季
節限定をおすすめしている。

4. 信州アップルパイ研究所Q ①  上田市中央2-4-12
シューナ・ウーノ101

②  0268-71-0666
③  10:00～18:00
④  火曜

お店の名前の通り、当初は昭和６０年にピザ宅配業として
オープンした。クルミなど、他店ではあまりお目にかかれない具
材を使用したピザを楽しむことができる。

今回紹介する「揚げパン」が生まれたきっかけは、ピザで使う
生地が余り、揚げパンにすることで生まれたそう。お値段もリー
ズナブルで１００～１４０円となっており、ボリューム満点。学校帰
りの学生の間で人気になっている。

5. ピザハウス ミッキーズ ①  上田市中央2-9-2   
②  0268-23-6288
③  10:00～21:00
④  月曜

ベーカリーマップ
地元の長野県産小麦を100％使用し、伝統製法の自家培養

発酵種で仕込み、店名にある富士山の溶岩石を使用した石窯
で焼き上げている。

店内で存在感を放つ「カンパーニュ」は、良い素材とこだわり
の石窯でよく焼くことで、外はパリッと、中はもちもち。オリーブ
オイルに合わせるだけでもおいしい。もちろんその他の食べ方
でも、さらにカンパーニュが引き立たせることができる。

6. 石窯パン ハル ①  上田市中央2-11-19
グラスプ海野町
Ⅱ号館1階Ａ号

②  0268－75－0777
③  11:00～15:00
④  月曜

レストラン「ささや」内に売り場を構える食パン専門店で、素
材にこだわった安心安全で健康的なパンを提供している。

国産小麦、長野県産牛乳を使用した人気No.1商品「ふんわ
りもちっと生食パン」は、何もつけずにそのままで食べてもおい
しい。同商品を使って果物を特製クリームと一緒にサンドしたフ
ルーツサンドや、「ささや」のシェフが作る本格料理を、人気の

「朝食トーストパン」でサンドした惣菜サンドウィッチも絶品。

7. 太郎吉パン ① 上田市中央2-15-12
     ささや1F 
②  0268-22-0020
③  10:00～18:00
④  水曜 

すべてのパンに国産小麦と奄美大島で作られる素焚糖（す
だきとう）を使用。使う卵は地元産、自家栽培野菜や提携して
いるフルーツ農家さんの食材を使うことやフィリングの手作りを
心がけ、作り手の見える安心安全なパン屋を日々意識している。

石窯でじっくりと焼く人気の食パンは長野県産牛乳と蜂蜜
でしっとりもっちり食感。一風変わったバターを使わないクロ
ワッサンも売り切れ必至の人気商品。

8. リーテンベーカリー ①  上田市常磐城3-7-37
②  080-9991-9971
③  10：00～16：00
④  日曜・月曜

長野各地で営業しているベーカリーココラデが2019年に上
田にもオープン。 毎朝行列必至の人気店。あんぱんやクロワッ
サンなど定番メニューの他、ボリュームのあるサンドウィッチな
どの総菜パンを店内で頂ける。広いカフェスペースを完備。

長野県ご当地パンである「牛乳パン」は生クリームがふんだ
んに使われボリューム満点。子どもから大人まで幅広い世代に
大人気。

9. ベーカリーココラデ 上田店 ①  上田市常磐城3-12-47
②  0268-75-5328
③  9:00～19:00
④  無休

長野大学前にある13.「LBcafé」の姉妹店。パンとスイーツ
の両方を取り扱っている。お店の中には座ってパンやケーキを
ゆっくりと楽しめるスペースがある。

一番おすすめのパンは、素材そのものの味を楽しむことがで
きる食パン。発酵に12時間かけているため、うまみ成分が多く、
食感はカリッともちっとしている。その他の商品も食パンと同じ
ように生地にこだわって作っている。

10. LEVRE and BON ①  上田市神畑281-20
②  0268-71-7796
③  9:00～19:00
④  月曜・第1・3火曜

4

今号の「てくてくうえだ」では、上田のパン屋さんを紹介します。
ぜひ、お気に入りの店舗を見つけて、足を運んでみてください。

3～5ページには店舗の詳細情報を、6ページには店舗の所在地を掲載しています。

BAKERY
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の両方を取り扱っている。お店の中には座ってパンやケーキを
ゆっくりと楽しめるスペースがある。

一番おすすめのパンは、素材そのものの味を楽しむことがで
きる食パン。発酵に12時間かけているため、うまみ成分が多く、
食感はカリッともちっとしている。その他の商品も食パンと同じ
ように生地にこだわって作っている。

10. LEVRE and BON ①  上田市神畑281-20
②  0268-71-7796
③  9:00～19:00
④  月曜・第1・3火曜

4

今号の「てくてくうえだ」では、上田のパン屋さんを紹介します。
ぜひ、お気に入りの店舗を見つけて、足を運んでみてください。

3～5ページには店舗の詳細情報を、6ページには店舗の所在地を掲載しています。

BAKERY



少しのイーストで低温長期発酵させたパンと、米麹から起こ
した酵母でパンと焼き菓子を作っている。副材料は出来るだけ
国産、オーガニック、安心安全で美味しい物を選んでいる。

ライ麦・全粒粉に自家製酵母を使った味わいのあるハードな
パンや、メロンパン・あんバターサンドなど柔らかい生地の菓子
パン、あおさのりやみそを生地に練り込んだ和風のパンなどラ
インナップも豊富。

11. 日なた堂ベーカリー

⑤   みそとくるみのパン
⑥   ２５０円
      @hinatadobakery
      @hinatadobakery

①  上田市小泉1182-2
②  0268-84-0241
③  11:00～15:00
④  日・月・水～金曜

（火・土曜のみ営業）

三好町の住宅街にある古き良き佇まいのパン屋。昔からの
根強いファンに支えられて古くから変わらぬラインナップを続け
ている。オーソドックスなカレーパンやあんぱんなど、メニューも
豊富。
　人気メニューは、冬期限定の「みかんパン」。ホイップクリーム
とたっぷりのみかんをコッペパンにサンドし、甘さと酸味のバラ
ンスが絶妙。

12. しんぺる

④   日曜・祝日
⑤   みかんパン
⑥   170円
      @uedaseipan

①  上田市諏訪形1335-1
②  0268-22-0640
③  9:00～18:00

神畑にある10.「LEVRE and BON」の姉妹店。ケーキとパ
ンの両方を食べることができる夢のようなお店をコンセプトにし
ている。

おすすめの商品は、タルトの生地の部分にこだわって作って
いる、「いちごたっぷりタルト」。お皿にデコレーションをしたり、お
店の内装を木をメインとし落ち着いた雰囲気を味わえるように
したりと、商品以外のところにも力を入れている。

13. LBcafé

⑤   いちごたっぷりタルト
⑥   450円
      @lbcafe2019

①  上田市下之郷乙658-2
②  080-2193-9411
③  11:30～17:00
④  月曜・第1、3火曜

住宅街の中にある街のパン屋。どのパンもリーズナブルな価
格で、ふらっと立ち寄れる。店内での飲食も可能。

おすすめは「ミルクパン」。こだわりは、生クリームの使用に加
えて、純生クリームを使用し配合することで、クリームと生地の
相性抜群となっており、とても大きいサイズで食べ応えがある。
人気なパン屋さんであるため、早めに行くのがおすすめ。

14. パンドミー

⑤   ミルクパン
⑥   170円

①  上田市五加1014－1
②  0268-39-8001
③  9:00～19:00
④  日曜・第3月曜

塩田にある自家製酵母パン屋。地元の季節の果物・野菜・
花・ハーブで酵母を作り、長野県産小麦粉などを使ってパンを
焼いている。店内併設カフェでは、パンを使ったランチやオーガ
ニックドリンクを提供している。

おすすめのパンは、「クランベリークリームチーズ」。季節ごと
に変わる酵母で焼きあげている。中にドライクランベリーとク
リームチーズが入った優しい甘さのパンとなっている。

15. 麦の笑

⑤   クランベリークリーム
チーズ

⑥   320円
      @panya_muginoe

①  上田市保野292-2
②  0268-71-6561
③  10:00～17:00
④  月曜
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小林弘憲さん

山梨県出身
１９９９年メルシャン株式会社入社
入社してすぐは医薬品部門へ配属、その後ワインの研究へ
２０１０年勝沼ワイナリー製造課でワイン醸造を行う
２０１７年本社生産部にて椀子ワイナリーの建設に携わる
２０１９年より椀子ワイナリーのワイナリー長

　今
ま
で
に
学
ん
だ
こ
と
で
最
も
印
象
に
残

っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

入
社
し
て
し
ば
ら
く
し
た
後
、ワ
イ
ン
の
研
究
を
や
る

よ
う
に
な
っ
て
、フ
ラ
ン
ス
の
ボ
ル
ド
ー
大
学
に
行
か
せ
て

い
た
だ
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、富
永
敬
俊

先
生
と
ワ
イ
ン
の
香
り
の
研
究
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。先
生
の
研
究
お
よ
び
ワ
イ
ン
に
対
す
る
考
え
方
を
学

び
ま
し
た
。
そ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
が
自
分
に
と
っ
て
は
素

晴
ら
し
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　ワ
イ
ン
造
り
に
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た

　　　　　　　　　　　　き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

学
生
の
頃
は
発
酵
を
中
心
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。具
体

的
に
何
に
な
り
た
い
か
、と
い
う
展
望
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、友
達
の
多
く
が
ワ
イ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
発
行

関
係
の
仕
事
を
選
ん
で
い
た
た
め
、発
酵
に
関
わ
る
会
社

を
志
望
し
ま
し
た
。そ
こ
で
「
メ
ル
シ
ャ
ン
」
と
い
う
会
社

が
ワ
イ
ン
を
製
造
し
て
い
た
の
で
、エ
ン
ト
リ
ー
し
た
と
こ

ろ
、話
が
上
手
く
進
ん
で
入
社
し
ま
し
た
。特
に
大
手
企

業
は
調
べ
ず
に
、最
初
に
面
接
を
受
け
た
所
に
入
社
し
た

と
い
う
形
で
す
。な
の
で
「
ワ
イ
ン
を
造
る
！
」
と
い
う
強

い
意
志
が
最
初
か
ら
あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。入

社
し
て
す
ぐ
は
化
学
品
事
業
部
(
製
薬
部
門
)
の
研

究
所
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。研
究
所
で
は
主
に
微
生
物
の

探
索
と
し
て
、土
壌
、湖
、葉
っ
ぱ
な
ど
か
ら
有
用
な
菌
の

分
離
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、将
来
的
に
は
、お
酒
関
係
の

研
究
に
携
わ
り
た
い
と
思
い
、当
時
の
研
究
所
長
に
相
談

し
た
と
こ
ろ
、そ
こ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
ワ
イ
ン
の
研
究

部
署
に
移
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

シャトー・メルシャン 椀子ワイナリー

　ワ
イ
ン
造
り
に
お
い
て

　　　大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

そ
の
土
地
で
し
か
採
れ
な
い
ブ
ド
ウ
を
使
い
、そ
の
土

地
に
し
か
な
い
ワ
イ
ン
を
造
る
、私
が
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
は
「
こ
の
土
地
の
良
さ
を
そ
の
ま
ま
引
き
出
し
て
あ
げ

る
こ
と
」
で
す
。

直
接
何
か
手
を
加
え
る
の
で
は
な
く
、収
穫
し
た
ブ
ド

ウ
が
そ
の
ま
ま
ワ
イ
ン
に
な
る
。「
こ
の
味
は
椀
子
ヴ
ィ
ン

ヤ
ー
ド
だ
よ
ね
」
と
皆
に
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、そ
ん

な
ワ
イ
ン
造
り
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

「椀子ワイナリー」は２００３年に上田市丸子地区陣場台地に開園した
「椀子ヴィンヤード」内で、２０１９年にオープンしました。

館内では、「シャトー・メルシャン」のワイン約10種類をテイスティングできるカウンターや
ワインショップ等が設けられており、また、ワイナリーツアーも実施されています。

ワールド・ベスト・ヴィンヤード２０２０で第３０位、
ワールド・ベスト・ヴィンヤード２０２１で第３３位を受賞しました。

７８

まりこ

ひろのり
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い
る
こ

と
は
「
こ
の
土
地
の
良
さ
を
そ
の
ま
ま
引
き
出
し
て
あ
げ

る
こ
と
」
で
す
。

直
接
何
か
手
を
加
え
る
の
で
は
な
く
、収
穫
し
た
ブ
ド

ウ
が
そ
の
ま
ま
ワ
イ
ン
に
な
る
。「
こ
の
味
は
椀
子
ヴ
ィ
ン

ヤ
ー
ド
だ
よ
ね
」
と
皆
に
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、そ
ん

な
ワ
イ
ン
造
り
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

「椀子ワイナリー」は２００３年に上田市丸子地区陣場台地に開園した
「椀子ヴィンヤード」内で、２０１９年にオープンしました。

館内では、「シャトー・メルシャン」のワイン約10種類をテイスティングできるカウンターや
ワインショップ等が設けられており、また、ワイナリーツアーも実施されています。

ワールド・ベスト・ヴィンヤード２０２０で第３０位、
ワールド・ベスト・ヴィンヤード２０２１で第３３位を受賞しました。
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　若
者
の
お
酒
離
れ
に
つ
い
て

　　　　　　　　　　　　　ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
？

確
か
に
、昔
と
比
べ
る
と
若
い
方
が
お
酒
を
飲
む
量
・機

会
が
少
な
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。ま
た
、ワ
イ
ン
を

含
め
た
お
酒
は
、嗜
好
品
で
す
の
で
飲
ま
な
く
て
も
生
き

て
い
け
ま
す
。た
だ
し
、先
ほ
ど
も
述
べ
ま
し
た
が
ワ
イ
ン

は
、
食
事
を
楽
し
む
さ
ら
に
は
会
話
を
楽
し
む
一
つ
の

ツ
ー
ル
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。あ
わ
せ
て
、産
地
の
個
性
も

表
現
さ
れ
る
お
酒
だ
と
思
い
ま
す
。あ
ま
り
お
酒
を
飲
ま

な
い
若
い
方
に
も
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
と
地
元
の

ブ
ド
ウ
か
ら
造
ら
れ
た
ワ
イ
ン
と
の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
(
飲
み

合
わ
せ
)
を
ご
家
族
・
ご
友
人
と
試
し
て
み
る
こ
と
か
ら

始
め
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。
と
は
い
え
、

「
適
正
飲
酒
」
は
大
切
で
す
の
で
、飲
み
す
ぎ
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　ワ
イ
ン
の
魅
力
は
何
で
す
か
？

ワ
イ
ン
は
、様
々
な
土
地
・様
々
な
品
種
か
ら
ブ
ド
ウ
の

み
を
使
っ
て
造
ら
れ
ま
す
。つ
ま
り
、ブ
ド
ウ
が
育
つ
土
地

の
気
候
・
風
土
な
ど
が
ブ
ド
ウ
果
実
に
反
映
さ
れ
、そ
の

土
地
の
特
徴
が
ワ
イ
ン
と
し
て
表
現
さ
れ
ま
す
。こ
の
こ

と
は
、ワ
イ
ン
の
世
界
で
「
テ
ロ
ワ
ー
ル
(
産
地
の
個
性
)
」

と
呼
ば
れ
ま
す
。ま
た
、ワ
イ
ン
は
、食
事
と
と
も
に
楽
し

む
お
酒
(
食
中
酒
)
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。料
理
に

合
わ
せ
て
ワ
イ
ン
を
選
ぶ
こ
と
も
魅
力
の
一
つ
だ
と
思
い

ま
す
。

　
生
食
用
の
ブ
ド
ウ
と
ワ
イ
ン
用
の
ブ
ド
ウ

そ
れ
ぞ
れ
か
ら
造
ら
れ
た
ワ
イ
ン
の
味
に

違
い
は
あ
り
ま
す
か
？

例
え
ば
、生
食
用
ブ
ド
ウ
で
あ
る
「
巨
峰
」
は
、そ
の
ま

ま
食
べ
て
も
ワ
イ
ン
に
し
て
も
甘
い
良
い
香
り
が
し
ま
す
。

ま
た
、糖
分
を
残
し
た
ま
ま
発
酵
を
終
え
る
と
、甘
口
に

な
り
ま
す
(
糖
分
を
ほ
ぼ
全
て
ア
ル
コ
ー
ル
に
変
え
れ
ば
、

辛
口
に
も
な
り
ま
す
)
。

対
し
て
、ワ
イ
ン
用
の
ブ
ド
ウ
の
多
く
は
、そ
の
ま
ま
食

べ
て
も
甘
み
は
あ
る
も
の
の
、ワ
イ
ン
に
し
た
と
き
の
よ
う

な
香
り
は
あ
ま
り
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し

な
が
ら
、ア
ル
コ
ー
ル
発
酵
を
行
い
、ワ
イ
ン
と
な
る
と
様

々
な
香
り
や
味
わ
い
が
現
れ
て
き
ま
す
。つ
ま
り
、ブ
ド
ウ

の
状
態
で
は
感
じ
に
く
い
香
り
や
味
の
前
駆
体
が
、ア
ル

コ
ー
ル
発
酵
を
通
じ
て
酵
母
な
ど
の
微
生
物
の
活
躍
に
よ

り
人
間
が
香
味
し
て
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
形
に
変
化

し
、ワ
イ
ン
の
香
味
が
形
成
さ
れ
ま
す
。

　独
自
の
お
い
し
い
ブ
ド
ウ
の

　　　　　　作
り
方
や
工
夫
は
あ
り
ま
す
か
？

　
一
般
的
に
雨
の
多
い
日
本
で
は
、ブ
ド
ウ
栽
培
は
ビ
ニ

ー
ル
ハ
ウ
ス
や
、房
の
部
分
に
ビ
ニ
ー
ル
を
張
っ
て
栽
培
す

る
と
こ
ろ
が
多
い
で
す
が
、こ
こ
椀
子
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
で
は

良
い
風
が
吹
く
の
で
病
気
に
な
り
に
く
く
、こ
の
よ
う
な

対
策
を
し
な
く
て
も
い
い
ブ
ド
ウ
が
採
れ
ま
す
。

努
力
や
苦
労
は
好
き
で
す
が
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
(
持
続

可
能
)
な
視
点
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。作
業
お
よ

び
経
費
の
面
で
も
無
理
の
な
く
、毎
年
繰
り
返
し
行
う
こ

と
が
出
来
る
栽
培
に
よ
り
高
品
質
な
ブ
ド
ウ
が
収
穫
で

き
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

で
す
の
で
、
一
番
大
き
な
独
自
の
工
夫
と
い
う
の
は
、

先
輩
た
ち
が
こ
こ
の
土
地
を
選
ん
だ
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。こ
こ
の
土
地
を
選
ん
だ
先
輩
た
ち
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。そ
し
て
私
た
ち
の
役
目
は
、良
質
な
ブ
ド
ウ
を
収
穫

す
る
た
め
、栽
培
管
理
を
適
時
的
確
に
行
っ
て
い
く
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　お
す
す
め
の
ワ
イ
ン
の
飲
み
方
を

　　　　　　　　　　　　　　　教
え
て
く
だ
さ
い
！

「
ワ
イ
ン
」
と
い
う
と
少
し
難
し
い
(
敷
居
が
高
い
)
と

思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、飲
み
方
は
自
由
だ
と
思
い
ま

す
。
冷
や
し
て
飲
み
た
い
方
は
、冷
蔵
庫
な
ど
で
あ
る
程

度
冷
や
し
て
か
ら
飲
ん
で
も
良
い
と
思
い
ま
す
し
、寒
い

時
期
に
は
ホ
ッ
ト
ワ
イ
ン
と
言
っ
て
温
め
て
飲
む
ワ
イ
ン
も

あ
り
ま
す
。ま
た
、選
び
方
も
自
由
だ
と
思
い
ま
す
。例
え

ば
、上
田
の
ワ
イ
ン
バ
ー
に
行
っ
て
、マ
ス
タ
ー
に
聞
い
て
お

す
す
め
さ
れ
た
も
の
を
飲
ん
で
み
る
と
か
。自
分
で
何
が

美
味
し
い
か
探
し
て
み
る
の
も
楽
し
い
と
思
い
ま
す
し
、

プ
ロ
の
方
に
面
白
い
ワ
イ
ン
や
、飲
ん
で
お
い
た
方
が
良
い

ワ
イ
ン
を
聞
い
て
み
る
の
も
良
い
と
思
い
ま
す
。
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　若
者
の
お
酒
離
れ
に
つ
い
て

　　　　　　　　　　　　　ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
？

確
か
に
、昔
と
比
べ
る
と
若
い
方
が
お
酒
を
飲
む
量
・機

会
が
少
な
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。ま
た
、ワ
イ
ン
を

含
め
た
お
酒
は
、嗜
好
品
で
す
の
で
飲
ま
な
く
て
も
生
き

て
い
け
ま
す
。た
だ
し
、先
ほ
ど
も
述
べ
ま
し
た
が
ワ
イ
ン

は
、
食
事
を
楽
し
む
さ
ら
に
は
会
話
を
楽
し
む
一
つ
の

ツ
ー
ル
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。あ
わ
せ
て
、産
地
の
個
性
も

表
現
さ
れ
る
お
酒
だ
と
思
い
ま
す
。あ
ま
り
お
酒
を
飲
ま

な
い
若
い
方
に
も
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
と
地
元
の

ブ
ド
ウ
か
ら
造
ら
れ
た
ワ
イ
ン
と
の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
(
飲
み

合
わ
せ
)
を
ご
家
族
・
ご
友
人
と
試
し
て
み
る
こ
と
か
ら

始
め
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。
と
は
い
え
、

「
適
正
飲
酒
」
は
大
切
で
す
の
で
、飲
み
す
ぎ
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　ワ
イ
ン
の
魅
力
は
何
で
す
か
？

ワ
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ン
は
、様
々
な
土
地
・様
々
な
品
種
か
ら
ブ
ド
ウ
の

み
を
使
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て
造
ら
れ
ま
す
。つ
ま
り
、ブ
ド
ウ
が
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つ
土
地

の
気
候
・
風
土
な
ど
が
ブ
ド
ウ
果
実
に
反
映
さ
れ
、そ
の

土
地
の
特
徴
が
ワ
イ
ン
と
し
て
表
現
さ
れ
ま
す
。こ
の
こ

と
は
、ワ
イ
ン
の
世
界
で
「
テ
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ワ
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ル
(
産
地
の
個
性
)
」

と
呼
ば
れ
ま
す
。ま
た
、ワ
イ
ン
は
、食
事
と
と
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に
楽
し

む
お
酒
(
食
中
酒
)
と
し
て
も
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れ
て
い
ま
す
。料
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に
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わ
せ
て
ワ
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を
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も
魅
力
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だ
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ド
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ワ
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の
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は
あ
り
ま
す
か
？
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ば
、生
食
用
ブ
ド
ウ
で
あ
る
「
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は
、そ
の
ま

ま
食
べ
て
も
ワ
イ
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に
し
て
も
甘
い
良
い
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が
し
ま
す
。

ま
た
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を
残
し
た
ま
ま
発
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を
終
え
る
と
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口
に

な
り
ま
す
(
糖
分
を
ほ
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全
て
ア
ル
コ
ー
ル
に
変
え
れ
ば
、

辛
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に
も
な
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ま
す
)
。
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し
て
、ワ
イ
ン
用
の
ブ
ド
ウ
の
多
く
は
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の
ま
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も
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は
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も
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に
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と
き
の
よ
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な
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感
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間
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来
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し
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ン
の
香
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成
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れ
ま
す
。

　独
自
の
お
い
し
い
ブ
ド
ウ
の
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方
や
工
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は
あ
り
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す
か
？

　
一
般
的
に
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の
多
い
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で
は
、ブ
ド
ウ
栽
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は
ビ
ニ
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や
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の
部
分
に
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を
張
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て
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す
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と
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が
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で
す
が
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こ
椀
子
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ン
ヤ
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で
は
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が
吹
く
の
で
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の
よ
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な

対
策
を
し
な
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も
い
い
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が
採
れ
ま
す
。

努
力
や
苦
労
は
好
き
で
す
が
、サ
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テ
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ブ
ル
(
持
続

可
能
)
な
視
点
も
重
要
だ
と
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て
い
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お
よ

び
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の
面
で
も
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の
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く
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繰
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返
し
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が
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る
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に
よ
り
高
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な
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ウ
が
収
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で
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る
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と
が
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だ
と
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て
い
ま
す
。

で
す
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で
、
一
番
大
き
な
独
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の
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と
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う
の
は
、

先
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ち
が
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こ
の
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を
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ん
だ
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。こ
こ
の
土
地
を
選
ん
だ
先
輩
た
ち
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。そ
し
て
私
た
ち
の
役
目
は
、良
質
な
ブ
ド
ウ
を
収
穫

す
る
た
め
、栽
培
管
理
を
適
時
的
確
に
行
っ
て
い
く
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　お
す
す
め
の
ワ
イ
ン
の
飲
み
方
を

　　　　　　　　　　　　　　　教
え
て
く
だ
さ
い
！

「
ワ
イ
ン
」
と
い
う
と
少
し
難
し
い
(
敷
居
が
高
い
)
と

思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、飲
み
方
は
自
由
だ
と
思
い
ま

す
。
冷
や
し
て
飲
み
た
い
方
は
、冷
蔵
庫
な
ど
で
あ
る
程

度
冷
や
し
て
か
ら
飲
ん
で
も
良
い
と
思
い
ま
す
し
、寒
い

時
期
に
は
ホ
ッ
ト
ワ
イ
ン
と
言
っ
て
温
め
て
飲
む
ワ
イ
ン
も

あ
り
ま
す
。ま
た
、選
び
方
も
自
由
だ
と
思
い
ま
す
。例
え

ば
、上
田
の
ワ
イ
ン
バ
ー
に
行
っ
て
、マ
ス
タ
ー
に
聞
い
て
お

す
す
め
さ
れ
た
も
の
を
飲
ん
で
み
る
と
か
。自
分
で
何
が

美
味
し
い
か
探
し
て
み
る
の
も
楽
し
い
と
思
い
ま
す
し
、

プ
ロ
の
方
に
面
白
い
ワ
イ
ン
や
、飲
ん
で
お
い
た
方
が
良
い

ワ
イ
ン
を
聞
い
て
み
る
の
も
良
い
と
思
い
ま
す
。
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　上
田
市
へ
の
思
い
は
あ
り
ま
す
か
？

大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、上
田
市
お
よ
び
地
元
企
業

の
皆
様
か
ら
は
、様
々
な
場
面
で
全
面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。例
え
ば
、大
屋
駅
～
立
科
役
場
行

き
の
バ
ス
に
お
い
て
は
、通
学
・
通
勤
の
時
間
帯
以
外
で
、

路
線
バ
ス
の
ル
ー
ト
を
一
部
変
更
し
て
い
た
だ
い
た
り
、

ま
た
、椀
子
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
通
じ
る
道
路
に
お
い
て
は
、大

型
バ
ス
の
運
行
を
考
慮
し
、一
部
改
修
し
て
い
た
だ
い
た

り
、観
光
事
業
の
一
環
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。恩
返
し
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
す
が
、少
し
で

も
上
田
市
の
観
光
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　     

　新
た
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
こ
と
は

                                  

あ
り
ま
す
か
？

ま
ず
、よ
り
多
く
の
上
田
市
民
全
体
に
椀
子
ワ
イ
ナ
リ

ー
、椀
子
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、こ
の

場
所
を
上
田
市
民
全
体
が
一
度
は
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
場

所
に
す
る
こ
と
で
す
。　

二
つ
目
は
、今
育
て
て
い
る
品
種
の
ブ
ド
ウ
以
外
で
、気

象
条
件
を
検
討
し
な
が
ら
椀
子
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
を
表
現
で

き
る
新
た
な
品
種
の
ブ
ド
ウ
を
考
え
る
こ
と
で
す
。日
本

は
雨
量
が
多
く
、収
穫
時
期
に
は
秋
雨
も
降
る
の
で
、乾

燥
し
た
地
域
と
比
較
す
る
と
ブ
ド
ウ
を
栽
培
す
る
に
は

厳
し
い
条
件
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
環
境
全
て
を

受
け
入
れ
、椀
子
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
の
ワ
イ
ン
を
造
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
、こ
こ
の
ブ
ド
ウ

の
良
さ
、そ
の
良
さ
を
素
直
に
表
現
で
き
る
ワ
イ
ン
造
り

を
心
が
け
て
い
ま
す
。同
じ
ブ
ド
ウ
で
も
年
ご
と
に
表
情

は
全
く
異
な
る
の
で
、そ
の
年
(
ミ
レ
ジ
ム
)
の
良
さ
を
大

切
に
、ワ
イ
ン
と
し
て
表
現
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ

の
年
の
特
徴
を
出
す
た
め
、
余
計
に
は
手
を
入
れ
ま
せ

ん
。こ
れ
は
、何
も
し
な
い
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、ワ
イ

ン
造
り
を
し
て
い
く
う
え
で
素
直
に
気
象
条
件
、土
地
を

表
現
す
る
こ
と
で
、様
々
な
違
い
を
育
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

                     

影
響
は
あ
り
ま
し
た
か
？

２
０
２
０
年
、
椀
子
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
「
ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ス

ト
・
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
」
と
い
う
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す

る
コ
ン
ク
ー
ル
で
世
界
３
０
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。こ
の
よ

う
な
賞
を
い
た
だ
い
た
の
で
、本
来
で
あ
れ
ば
、イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
需
要
が
す
ご
く
多
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
残

念
な
が
ら
外
出
の
制
限
が
か
か
っ
て
し
ま
い
、土
曜
日
も

日
曜
日
も
ほ
と
ん
ど
人
の
動
き
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、今
年
(
２
０
２
１
年
)
に
入
っ
て
か
ら
は
、感
染
症
対

策
に
十
分
配
慮
し
な
が
ら
営
業
し
て
い
る
も
の
の
、何
度

も
東
京
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
た
め
、対
象
地

域
の
方
の
来
場
を
お
断
り
し
て
い
る
状
態
で
し
た
。長
野

県
で
も
不
要
不
況
の
外
出
は
控
え
る
よ
う
な
状
況
で
し

た
の
で
、プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
も
満
足
に
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。新
し
い
変
異
株
の
出
現
で
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
態

は
続
き
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
感
染
症
対
策
を
し
な
が

ら
、来
場
い
た
だ
け
る
皆
様
に
少
し
で
も
満
足
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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学
生
に
向
け
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

　　　　　　　　　　　　　　　　    

お
願
い
し
ま
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
は
、い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。そ
の
中
で
楽
し
い
こ
と
、好
き
な
こ
と
、

興
味
が
あ
る
こ
と
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。楽
し
く
な
い

こ
と
は
続
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
す
ぐ
に
や
り
た
い
こ

と
が
見
つ
か
ら
な
く
て
も
、友
達
か
ら
の
お
誘
い
で
も
よ

い
の
で
、と
り
あ
え
ず
何
か
や
っ
て
み
る
こ
と
が
よ
い
と
思

い
ま
す
。い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
自
分
の
好
き
な
こ

と
を
見
つ
け
て
、人
生
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
も
し
か

す
る
と
、そ
の
好
き
な
こ
と
が
社
会
の
誰
か
に
役
に
立
っ

て
い
る
(
自
身
の
仕
事
に
な
っ
て
い
る
)
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。「

チ
ャ
ン
ス
の
神
様
に
は
前
髪
し
か
な
い
」
と
い
う
こ
と

わ
ざ
が
あ
る
よ
う
に
、チ
ャ
ン
ス
は
通
る
瞬
間
に
掴
ま
な

い
と
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
い
ま
す
。自
分
で
動
い
て
み
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
「
聞
く
は
一
時
の
恥
、聞
か
ぬ
は
一
生
の
恥
」

と
い
う
こ
と
わ
ざ
も
あ
り
ま
す
。経
験
が
少
な
い
皆
さ
ん

に
と
っ
て
、分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
は
当
た
り
前
だ
と

思
い
ま
す
。、臆
す
る
こ
と
な
く
、い
ろ
ん
な
人
に
質
問
し

て
、よ
り
多
く
の
こ
と
を
吸
収
し
て
く
だ
さ
い
。　

　イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

私
た
ち
は
、二
度
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
、小
林
さ

ん
の
人
柄
の
良
さ
や
ワ
イ
ン
に
対
す
る
情
熱
を
深
く
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。小
林
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
言
葉

を
糧
に
、こ
れ
か
ら
の
人
生
を
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
貴
重
な
お

話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
小
林
さ
ん
に
、心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
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　上
田
市
へ
の
思
い
は
あ
り
ま
す
か
？

大
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こ
と
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す
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行
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ワ
イ
ナ
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道
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光
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て
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光
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。
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チ
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レ
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し
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こ
と
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す
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ら
椀
子
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
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表
現
で
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。日
本
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雨
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く
、収
穫
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燥
し
た
地
域
と
比
較
す
る
と
ブ
ド
ウ
を
栽
培
す
る
に
は

厳
し
い
条
件
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
環
境
全
て
を

受
け
入
れ
、椀
子
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
の
ワ
イ
ン
を
造
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
、こ
こ
の
ブ
ド
ウ

の
良
さ
、そ
の
良
さ
を
素
直
に
表
現
で
き
る
ワ
イ
ン
造
り

を
心
が
け
て
い
ま
す
。同
じ
ブ
ド
ウ
で
も
年
ご
と
に
表
情

は
全
く
異
な
る
の
で
、そ
の
年
(
ミ
レ
ジ
ム
)
の
良
さ
を
大

切
に
、ワ
イ
ン
と
し
て
表
現
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ

の
年
の
特
徴
を
出
す
た
め
、
余
計
に
は
手
を
入
れ
ま
せ

ん
。こ
れ
は
、何
も
し
な
い
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、ワ
イ

ン
造
り
を
し
て
い
く
う
え
で
素
直
に
気
象
条
件
、土
地
を

表
現
す
る
こ
と
で
、様
々
な
違
い
を
育
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

                     

影
響
は
あ
り
ま
し
た
か
？

２
０
２
０
年
、
椀
子
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
「
ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ス

ト
・
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
」
と
い
う
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す

る
コ
ン
ク
ー
ル
で
世
界
３
０
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。こ
の
よ

う
な
賞
を
い
た
だ
い
た
の
で
、本
来
で
あ
れ
ば
、イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
需
要
が
す
ご
く
多
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
残

念
な
が
ら
外
出
の
制
限
が
か
か
っ
て
し
ま
い
、土
曜
日
も

日
曜
日
も
ほ
と
ん
ど
人
の
動
き
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、今
年
(
２
０
２
１
年
)
に
入
っ
て
か
ら
は
、感
染
症
対

策
に
十
分
配
慮
し
な
が
ら
営
業
し
て
い
る
も
の
の
、何
度

も
東
京
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
た
め
、対
象
地

域
の
方
の
来
場
を
お
断
り
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て
い
る
状
態
で
し
た
。長
野

県
で
も
不
要
不
況
の
外
出
は
控
え
る
よ
う
な
状
況
で
し

た
の
で
、プ
ロ
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ー
シ
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ン
活
動
も
満
足
に
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。新
し
い
変
異
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の
出
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で
ま
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厳
し
い
状
態

は
続
き
ま
す
が
、
こ
れ
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ら
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る
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学
生
に
向
け
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

　　　　　　　　　　　　　　　　    

お
願
い
し
ま
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
は
、い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。そ
の
中
で
楽
し
い
こ
と
、好
き
な
こ
と
、

興
味
が
あ
る
こ
と
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。楽
し
く
な
い

こ
と
は
続
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
す
ぐ
に
や
り
た
い
こ

と
が
見
つ
か
ら
な
く
て
も
、友
達
か
ら
の
お
誘
い
で
も
よ

い
の
で
、と
り
あ
え
ず
何
か
や
っ
て
み
る
こ
と
が
よ
い
と
思

い
ま
す
。い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
自
分
の
好
き
な
こ

と
を
見
つ
け
て
、人
生
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
も
し
か

す
る
と
、そ
の
好
き
な
こ
と
が
社
会
の
誰
か
に
役
に
立
っ

て
い
る
(
自
身
の
仕
事
に
な
っ
て
い
る
)
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。「

チ
ャ
ン
ス
の
神
様
に
は
前
髪
し
か
な
い
」
と
い
う
こ
と

わ
ざ
が
あ
る
よ
う
に
、チ
ャ
ン
ス
は
通
る
瞬
間
に
掴
ま
な

い
と
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
い
ま
す
。自
分
で
動
い
て
み
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
「
聞
く
は
一
時
の
恥
、聞
か
ぬ
は
一
生
の
恥
」

と
い
う
こ
と
わ
ざ
も
あ
り
ま
す
。経
験
が
少
な
い
皆
さ
ん

に
と
っ
て
、分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
は
当
た
り
前
だ
と

思
い
ま
す
。、臆
す
る
こ
と
な
く
、い
ろ
ん
な
人
に
質
問
し

て
、よ
り
多
く
の
こ
と
を
吸
収
し
て
く
だ
さ
い
。　

　イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

私
た
ち
は
、二
度
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
、小
林
さ

ん
の
人
柄
の
良
さ
や
ワ
イ
ン
に
対
す
る
情
熱
を
深
く
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。小
林
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
言
葉

を
糧
に
、こ
れ
か
ら
の
人
生
を
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
貴
重
な
お

話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
小
林
さ
ん
に
、心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
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山
路
を
登
り
な
が
ら
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一
番
の
こ
だ
わ
り
は
、自
家
焙
煎
コ
ー
ヒ
ー
の
豆
屋
と
い
う
と

こ
ろ
で
す
。お
店
で
淹
れ
た
も
の
と
、イ
ン
ス
タ
ン
ト
と
、豆
を

買
っ
て
自
分
で
淹
れ
る
も
の
と
で
は
味
が
違
い
ま
す
。昨
今
で

は
、コ
ー
ヒ
ー
豆
を
家
で
挽
く
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
き

て
、試
し
て
み
よ
う
と
い
う
方
の
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
っ
て
き
て
い

ま
す
。そ
の
た
め
、も
っ
と
間
口
を
広
げ
て
手
軽
に
、か
つ
美
味

し
い
も
の
を
提
供
す
る
担
い
手
に
な
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す

ね
。

一
番
の
こ
だ
わ
り
を
教
え
て
下
さ
い
。

 

そ
ん
な
に
深
い
意
味
は
な
い
の
で
す
が
、1

つ
は
焙
煎
機
の
形

や
色
が
ご
つ
ご
つ
し
て
い
て
緑
色
で
あ
る
こ
と
か
ら
カ
メ
が
浮

か
ん
で
き
ま
し
た
。上
田
市
に
は
海
が
な
く
ウ
ミ
ガ
メ
と
い
う

よ
り
は
リ
ク
ガ
メ
に
馴
染
み
が
あ
る
と
思
っ
た
の
で
、リ
ク
ガ
メ

を
英
語
で
発
音
し
た
「
ト
ー
タ
ス
」
を
店
名
に
入
れ
よ
う
と
決

め
ま
し
た
。も
う
一
つ
は
、「
ト
ー
タ
ス
」
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
バ

ン
ド
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
も
理
由
で
す
。

名
前
の
由
来
は
何
で
し
ょ
う
か
？

　　上
田
の
高
校
に
通
っ
て
い
た
の
で
す
が
、卒
業
と
同
時
に
就

職
し
ま
し
た
。仕
事
は
飲
食
関
係
で
は
な
く
、製
造
業
や
ア
パ

レ
ル
業
等
で
２３
歳
か
ら
社
員
と
し
て
働
か
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。た
だ
、２６
歳
に
な
っ
た
頃
か
ら
、こ
の
ま
ま
こ
の
仕
事
を
し

て
い
い
の
か
と
い
う
疑
問
が
自
分
の
中
に
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
際
コ
ー
ヒ
ー
店
を
開
き
た
い
と
思
っ
た
こ
と
と
か
、自
分
の

コ
ー
ヒ
ー
で
勝
負
し
て
、上
田
を
盛
り
上
げ
て
み
た
い
気
持
ち

が
湧
い
て
き
ま
し
た
。そ
れ
が
、こ
の
店
を
始
め
た
き
っ
か
け
に

な
り
ま
す
。

上
田
に
お
店
を
出
さ
れ
た
経
緯
は

何
で
し
ょ
う
か
？

上
田
市
出
身

上
田
の
高
校
を
卒
業
後
、製
造
業
や

ア
パ
レ
ル
業
な
ど
様
々
な
職
を
経
験

３１
歳
で
ト
ー
タ
ス
コ
ー
ヒ
ー
を
開
業

中
沢
康
輔 

さ
ん

お
店
の
運
営
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

を
教
え
て
下
さ
い
。

　　コ
ー
ヒ
ー
が
苦
手
な
方
、家
で
淹
れ
た
こ
と
が
な
い
方
は
、

「
コ
ー
ヒ
ー
専
門
店
の
間
口
が
狭
く
お
店
に
入
り
づ
ら
い
」
、

「
コ
ー
ヒ
ー
を
選
び
づ
ら
い
」
な
ど
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
の

た
め
、初
心
者
の
方
が
入
り
や
す
く
、入
っ
て
き
て
も
ウ
ェ
ル
カ

ム
と
い
う
雰
囲
気
作
り
は
心
が
け
て
い
ま
す
。コ
ー
ヒ
ー
専
門

店
は
堅
苦
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、簡
単
で
気
楽
と
い

う
空
気
感
は
大
切
に
し
て
い
ま
す
。ま
た
、接
客
時
の
お
話
を

通
し
て
お
客
さ
ん
の
中
で
コ
ー
ヒ
ー
の
知
識
も
広
が
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。し
た
が
っ
て
、コ
ー
ヒ
ー
の
面
白
さ
や
奥
深
さ
を
伝

え
る
こ
と
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
ね
。



山
路
を
登
り
な
が
ら

1314

 

一
番
の
こ
だ
わ
り
は
、自
家
焙
煎
コ
ー
ヒ
ー
の
豆
屋
と
い
う
と

こ
ろ
で
す
。お
店
で
淹
れ
た
も
の
と
、イ
ン
ス
タ
ン
ト
と
、豆
を

買
っ
て
自
分
で
淹
れ
る
も
の
と
で
は
味
が
違
い
ま
す
。昨
今
で

は
、コ
ー
ヒ
ー
豆
を
家
で
挽
く
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
き

て
、試
し
て
み
よ
う
と
い
う
方
の
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
っ
て
き
て
い

ま
す
。そ
の
た
め
、も
っ
と
間
口
を
広
げ
て
手
軽
に
、か
つ
美
味

し
い
も
の
を
提
供
す
る
担
い
手
に
な
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す

ね
。

一
番
の
こ
だ
わ
り
を
教
え
て
下
さ
い
。

 

そ
ん
な
に
深
い
意
味
は
な
い
の
で
す
が
、1

つ
は
焙
煎
機
の
形

や
色
が
ご
つ
ご
つ
し
て
い
て
緑
色
で
あ
る
こ
と
か
ら
カ
メ
が
浮

か
ん
で
き
ま
し
た
。上
田
市
に
は
海
が
な
く
ウ
ミ
ガ
メ
と
い
う

よ
り
は
リ
ク
ガ
メ
に
馴
染
み
が
あ
る
と
思
っ
た
の
で
、リ
ク
ガ
メ

を
英
語
で
発
音
し
た
「
ト
ー
タ
ス
」
を
店
名
に
入
れ
よ
う
と
決

め
ま
し
た
。も
う
一
つ
は
、「
ト
ー
タ
ス
」
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
バ

ン
ド
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
も
理
由
で
す
。

名
前
の
由
来
は
何
で
し
ょ
う
か
？

　　上
田
の
高
校
に
通
っ
て
い
た
の
で
す
が
、卒
業
と
同
時
に
就

職
し
ま
し
た
。仕
事
は
飲
食
関
係
で
は
な
く
、製
造
業
や
ア
パ

レ
ル
業
等
で
２３
歳
か
ら
社
員
と
し
て
働
か
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。た
だ
、２６
歳
に
な
っ
た
頃
か
ら
、こ
の
ま
ま
こ
の
仕
事
を
し

て
い
い
の
か
と
い
う
疑
問
が
自
分
の
中
に
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
際
コ
ー
ヒ
ー
店
を
開
き
た
い
と
思
っ
た
こ
と
と
か
、自
分
の

コ
ー
ヒ
ー
で
勝
負
し
て
、上
田
を
盛
り
上
げ
て
み
た
い
気
持
ち

が
湧
い
て
き
ま
し
た
。そ
れ
が
、こ
の
店
を
始
め
た
き
っ
か
け
に

な
り
ま
す
。

上
田
に
お
店
を
出
さ
れ
た
経
緯
は

何
で
し
ょ
う
か
？

上
田
市
出
身

上
田
の
高
校
を
卒
業
後
、製
造
業
や

ア
パ
レ
ル
業
な
ど
様
々
な
職
を
経
験

３１
歳
で
ト
ー
タ
ス
コ
ー
ヒ
ー
を
開
業

中
沢
康
輔 

さ
ん

お
店
の
運
営
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

を
教
え
て
下
さ
い
。

　　コ
ー
ヒ
ー
が
苦
手
な
方
、家
で
淹
れ
た
こ
と
が
な
い
方
は
、

「
コ
ー
ヒ
ー
専
門
店
の
間
口
が
狭
く
お
店
に
入
り
づ
ら
い
」
、

「
コ
ー
ヒ
ー
を
選
び
づ
ら
い
」
な
ど
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
の

た
め
、初
心
者
の
方
が
入
り
や
す
く
、入
っ
て
き
て
も
ウ
ェ
ル
カ

ム
と
い
う
雰
囲
気
作
り
は
心
が
け
て
い
ま
す
。コ
ー
ヒ
ー
専
門

店
は
堅
苦
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、簡
単
で
気
楽
と
い

う
空
気
感
は
大
切
に
し
て
い
ま
す
。ま
た
、接
客
時
の
お
話
を

通
し
て
お
客
さ
ん
の
中
で
コ
ー
ヒ
ー
の
知
識
も
広
が
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。し
た
が
っ
て
、コ
ー
ヒ
ー
の
面
白
さ
や
奥
深
さ
を
伝

え
る
こ
と
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
ね
。



1516

  

オ
ー
プ
ン
当
初
、イ
ベ
ン
ト
に
出
て
い
た
の
は
宣
伝
と
い
う
意

味
合
い
が
強
く
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、出
店
を
継
続
す
る
内

に
コ
ー
ヒ
ー
が
苦
手
な
方
で
も
入
り
や
す
い
店
づ
く
り
を
心
が

け
て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。私
の
店
で
は
三
階
で
な
に
か

違
う
イ
ベ
ン
ト
や
、コ
ー
ヒ
ー
店
で
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
こ
と

も
や
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
に
興
味
の
あ
る
人
達
も
来
や
す
く
な

る
と
思
い
、イ
ベ
ン
ト
開
催
を
行
っ
て
い
ま
す
。コ
ー
ヒ
ー
店
に
入

店
し
た
ら
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ま
な
い
と
い
け
な
い
と
思
わ
れ
て
い

ま
す
。私
の
店
で
は
三
階
で
行
わ
れ
て
い
る
古
着
市
や
、雑
貨

屋
な
ど
の
出
店
イ
ベ
ン
ト
だ
け
を
目
的
に
来
店
し
て
い
た
だ
い

て
も
、全
く
構
わ
な
い
で
す
ね
。上
田
の
商
店
街
に
コ
ー
ヒ
ー
店

が
あ
る
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
、イ
ベ
ン
ト
へ
の

出
店
や
開
催
す
る
こ
と
の
意
味
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。し

た
が
っ
て
自
分
を
知
っ
て
も
ら
い
、ア
ピ
ー
ル
す
る
場
所
と
し
て

や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　　あ
と
は
、こ
の
お
店
に
来
て
く
だ
さ
る
際
に
は
自
然
と
街
中

を
歩
か
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
す
。普
段
街
を
出
歩
か
な
い
方

が
ト
ー
タ
ス
コ
ー
ヒ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
を
目
的
に
街
を
歩
け
ば
、

「
こ
う
い
う
店
が
あ
っ
た
ん
だ
」
　「
あ
の
店
な
に
か
あ
る
ら
し
い

か
ら
行
っ
て
み
よ
う
よ
」
と
い
う
よ
う
に
新
し
い
発
見
が
あ
っ
た

り
、視
野
を
広
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
意
味
も

あ
っ
て
、イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
店
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
や
ら
せ
て
貰
っ

て
い
ま
す
。 イ

ベ
ン
ト
の
開
催
、参
加
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。

　
コ
ー
ヒ
ー
の
ブ
レ
ン
ド
に
関
し
て
言
う
と
私
は
、「
こ
う
い
う

の
は
ど
う
で
す
か
」
と
い
う
よ
う
に
提
案
し
た
り
、営
業
を
か

け
る
の
が
あ
ま
り
得
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、こ
ち

ら
か
ら
は
あ
ま
り
お
声
が
け
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。ど
ち
ら
か
と

い
う
と
口
コ
ミ
な
ど
で
コ
ラ
ボ
出
来
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
っ

た
方
や
、私
の
店
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
お
い
し
い
と
言
っ
て
頂

い
た
方
に
、コ
ラ
ボ
商
品
に
つ
い
て
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
こ

と
が
多
い
で
す
ね
。

他
店
と
の
コ
ラ
ボ
商
品
に
つ
い
て

教
え
て
下
さ
い
。

　
今
の
状
況
だ
と
な
か
な
か
や
り
づ
ら
い
な
と
は
思
っ
て
い
ま

す
。た
だ
、も
う
少
し
状
況
が
落
ち
着
い
て
き
た
と
き
に
は
、県

外
の
人
た
ち
を
呼
ん
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
れ
ば
面
白
い
と

思
い
ま
す
ね
。他
に
も
コ
ロ
ナ
前
に
は
長
野
大
学
の
学
生
達
が

写
真
展
を
開
い
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。そ
う
い
う
学

生
達
の
よ
う
に
こ
の
お
店
を
イ
ベ
ン
ト
で
利
用
し
た
い
と
い
う

方
が
い
れ
ば
、相
談
に
も
乗
り
ま
す
。ト
ー
タ
ス
コ
ー
ヒ
ー
で
は

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
以
外
に
も
様
々
な
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
一
番
い
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

 

　こ
れ
か
ら
、ど
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を

　開
催
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
か
？

　

コ
ラ
ボ
さ
せ
て
頂
く
と
き
は
、飲
食
店
さ
ん
の
お
店
で
出
す

オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド
な
ど
を
作
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。コ
ー

ヒ
ー
豆
に
関
し
て
は
、全
国
に
６
万
件
程
度
の
コ
ー
ヒ
ー
豆
屋

が
あ
り
ま
す
。そ
の
中
で
、う
ち
の
豆
を
選
ん
で
い
た
だ
い
た
と

い
う
こ
と
な
の
で
、依
頼
し
て
く
だ
さ
っ
た
飲
食
店
さ
ん
独
自

の
味
わ
い
や
、オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
が
出
る
よ
う
な
唯
一
無
二

の
も
の
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。他
に
も
、お
店
の
イ
メ

ー
ジ
を
ち
ゃ
ん
と
汲
み
取
る
と
い
う
の
も
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　コ
ラ
ボ
商
品
を
制
作
す
る
上
で
大
切
に

　し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
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「
お
い
し
い
で
す
」
と
か
、「
コ
ー
ヒ
ー
飲
め
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
」
な
ど
と
言
っ
て
い
た
だ
く
の
が
一
番
嬉
し
い
で
す
。こ
の

距
離
感
で
仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に

お
客
様
の
感
情
が
わ
か
り
ま
す
。な
の
で
、本
当
に
お
い
し
い
と

思
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
が
一
番
で
す
ね
。あ
と
は
、リ
ピ
ー
タ

ー
の
方
が
来
て
く
れ
た
時
「
こ
こ
の
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
み
た

ら
す
ご
い
美
味
し
く
て
ま
た
買
っ
て
み
ま
し
た
」
と
言
っ
て
い
た

だ
い
た
時
に
は
、カ
ウ
ン
タ
ー
の
下
で
小
さ
く
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
し

た
く
な
り
ま
す
。お
店
で
美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ
る
の
は

当
た
り
前
な
の
で
、そ
れ
が
家
庭
で
も
納
得
の
い
く
味
に
し
て

も
ら
う
の
は
、一
番
の
理
想
で
は
あ
り
ま
す
ね
。

ど
ん
な
時
に
、や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
か
？

　　目
標
っ
て
言
っ
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
で
す
け
ど
、長
野
大

学
の
方
、塩
田
地
域
や
、青
木
村
の
方
と
か
と
も
面
白
い
こ
と

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
は
若
い
方
が
ど
ん
ど
ん
お

店
を
始
め
て
い
く
と
思
い
ま
す
。自
分
た
ち
の
活
動
を
見
て
上

田
で
面
白
い
こ
と
を
や
っ
て
る
人
た
ち
が
い
る
な
と
思
っ
て
も

ら
っ
て
、上
田
で
何
か
を
や
り
た
い
と
考
え
る
人
た
ち
が
増
え

て
く
れ
れ
ば
す
ご
く
い
い
な
と
思
い
ま
す
。目
標
と
い
う
と
大

そ
れ
て
る
ん
で
す
け
ど
、で
も
あ
あ
い
う
人
た
ち
が
い
る
ん
だ

か
ら
自
分
た
ち
も
や
ろ
う
か
っ
て
思
わ
れ
る
よ
う
に
し
た
い
で

す
ね
。自
分
の
お
店
と
し
て
は
、ま
ず
は
続
け
る
こ
と
か
な
と
は

思
い
ま
す
。

今
後
の
目
標
や
展
望
は
あ
り
ま
す
か
？

 

最
初
の
２
年
は
コ
ー
ヒ
ー
豆
専
門
店
と
謳
っ
て
い
ま
し
た
。な

の
で
、コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ま
な
い
方
か
ら
す
る
と
お
店
に
行
く
と
い

う
の
は
選
択
肢
に
も
上
が
っ
て
来
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。今
で

は
コ
ー
ヒ
ー
以
外
の
メ
ニ
ュ
ー
も
置
い
て
い
ま
す
が
、開
店
当
初

は
認
知
し
て
も
ら
う
の
が
大
変
だ
っ
た
と
い
う
の
は
あ
り
ま
し

た
ね
。

　　あ
と
は
、コ
ー
ヒ
ー
を
一
杯
ず
つ
全
て
ハ
ン
ド
ド
リ
ッ
プ
で
、

注
文
を
受
け
て
か
ら
淹
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、オ
ー
ダ
ー
が
重

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
に
私
一
人
で
淹
れ
る
こ
と
が
で
き
る
数

に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、ど
う
し
て
も
お
客
さ
ん

を
少
し
待
た
せ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。だ
か
ら
、い
つ
も

効
率
を
良
く
す
る
方
法
を
オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
ず
っ
と
考
え
て

い
ま
す
ね
。た
だ
最
近
は
、一
人
で
で
き
る
限
界
を
感
じ
て
い

ま
す
。チ
ェ
ー
ン
店
の
よ
う
に
、す
ぐ
商
品
が
出
て
く
る
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
の
で
、少
し
お
時
間
は
頂
い
て
し
ま
う
と
い
う
の

は
あ
り
ま
す
ね
。そ
の
辺
は
苦
労
と
い
う
か
ご
迷
惑
を
か
け
て

い
る
と
こ
ろ
か
も
し
れ
な
い
で
す
。

　お
店
を
経
営
し
て
き
て
苦
労
し
た
事
は

　あ
り
ま
す
か
？

 

コ
ロ
ナ
前
だ
と
、も
ち
ろ
ん
豆
を
買
っ
て
く
れ
る
人
も
い
ま
し

た
し
、豆
を
買
わ
ず
に
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
に
来
る
方
も
多
か
っ

た
ん
で
す
。で
す
が
、去
年
は
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
が
圧
倒
的
に
増

え
ま
し
た
。不
幸
中
の
幸
い
で
う
ち
は
オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
豆

屋
さ
ん
と
い
う
形
で
や
っ
て
き
た
の
で
、豆
を
買
い
に
来
た
方

も
い
ま
し
た
。さ
ら
に
、コ
ロ
ナ
禍
で
お
う
ち
時
間
が
増
え
た
の

で
、今
ま
で
興
味
は
あ
っ
た
け
ど
手
は
出
せ
な
か
っ
た
方
も
来

て
く
れ
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、カ
フ
ェ
と
い
う
側
面
だ
け

で
な
く
豆
屋
と
い
う
側
面
も
認
識
し
て
も
ら
え
た
っ
て
い
う
の

が
あ
り
ま
す
ね
。カ
フ
ェ
と
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
売
り
上
げ
の
比
率
が

コ
ロ
ナ
前
は
8
：2
だ
っ
た
の
が
今
は
5
：5
く
ら
い
に
な
り
ま

し
た
。 コ

ロ
ナ
禍
で
こ
れ
ま
で
の
経
営
と
は

違
う
事
は
あ
り
ま
す
か
？

　　37
年
住
ん
で
い
ま
す
が
、都
会
過
ぎ
ず
、ま
た
田
舎
過
ぎ
て

も
い
な
い
と
こ
ろ
が
ち
ょ
う
ど
よ
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。あ

と
は
、天
候
が
安
定
し
て
い
ま
す
ね
。極
端
に
嵐
が
来
た
り
大

雪
や
大
雨
が
降
っ
た
り
す
る
わ
け
で
も
な
く
、寒
す
ぎ
た
り
暑

す
ぎ
た
り
し
な
い
と
こ
ろ
が
お
す
す
め
で
す
ね
。こ
こ
で
お
店

を
や
っ
て
い
て
思
っ
た
の
が
、松
本
市
や
長
野
市
は
大
き
い
の
で

見
て
回
る
の
が
大
変
な
の
で
す
が
、そ
れ
に
比
べ
て
上
田
市
は

街
が
ぐ
っ
と
小
さ
い
の
で
、一
日
あ
っ
た
ら
全
部
見
て
回
れ
る

の
で
す
よ
。そ
の
ち
ょ
う
ど
い
い
こ
じ
ん
ま
り
感
が
上
田
の
魅

力
だ
と
思
い
ま
す
。

上
田
市
の
魅
力
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に

あ
る
と
思
い
ま
す
か
？
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川端　俊弘 さん川端　俊弘 さん

棹

　福岡県出身
　東京の大学に進学し、卒業後に東京の出版社へ就職
　３年後に退職し、デザイナーへ転身
　東日本大震災をきっかけに上田市へ移住
　上田市に移住後、狩猟活動を始め、山学ギルドという団体で活動
　現在、ＷＯＯＤ ＨＯＵＳＥ ＤＥＳＩＧＮの代表を務めながら、猟師としても活躍

　
川
端
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
二
〇
二
一
年
七
月

五
日
と
十
一
月
八
日
の
二
回
に
分
け
て
行
い
ま
し
た
。

お
忙
し
い
中
、
ど
ち
ら
も
一
時
間
以
上
か
け
て
、
私
た

ち
の
質
問
に
答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
最
初
は
緊
張
し
た
雰
囲
気
の
中
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
進
め
る
う
ち
に
川
端
さ
ん
の
気
さ
く
な
人

柄
の
お
か
げ
で
場
も
和
み
、
と
て
も
良
い
雰
囲
気
で
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
が
で
き
ま
し
た
。

1920

ど
ん
な
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
仕
事
や

デ
ザ
イ
ン
を
し
て
い
ま
す
か
。

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
意
識
し
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

 

笑
顔
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
笑
顔
は
、
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
時
に
必
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
円
滑
に
自
分
の
意
見

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
元
々
、
本
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
を
作
る
仕

事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
出
版
社
に

入
社
し
た
の
で
す
が
、
編
集
者
の
仕
事
は
本
を
作
る
た

め
の
工
程
管
理
で
、
本
を
作
る
の
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
仕

事
だ
と
知
り
ま
し
た
。

　
僕
が
働
い
て
い
た
部
署
の
隣
に
あ
っ
た
デ
ザ
イ
ン
部

は
、
他
の
部
署
と
は
違
い
、
私
服
で
十
時
に
来
て
十
五

時
に
帰
る
と
い
う
仕
事
の
ス
タ
イ
ル
で
し
た
。
そ
れ
を

見
て
、
オ
シ
ャ
レ
で
か
っ
こ
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
丁
度
そ
の
頃
、
上
司
と
そ
り
が
合
わ
ず
、
仕
事
を

辞
め
た
い
と
考
え
て
い
た
た
め
、
そ
の
こ
と
を
上
司
に

伝
え
る
と
「
お
前
会
社
辞
め
て
ど
う
す
る
ん
だ
」
と
言

わ
れ
た
の
で
、
そ
の
場
の
思
い
つ
き
で
デ
ザ
イ
ナ
ー
に

な
り
ま
す
と
言
い
ま
し
た
。

　
基
本
的
に
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
、
「
川
端
に
仕
事
を
出

し
て
よ
か
っ
た
な
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
、
自
分
が
良
い
と
思
っ
た
も

の
を
「
絶
対
こ
っ
ち
の
方
が
い
い
で
す
」
と
押
し
付
け

た
が
る
も
の
で
す
。
僕
自
身
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
こ
う

し
て
欲
し
い
と
言
っ
た
も
の
よ
り
も
、
こ
っ
ち
の
方
が

合
う
の
で
は
な
い
か
と
思
う
と
き
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
意
向
を
す
べ
て
無
視
し
て
、
自

分
の
作
り
た
い
も
の
を
作
る
の
は
、
芸
術
家
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
僕
は
芸
術
家
で
は
な
く
て
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
の
で
、

ま
ず
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
良
い
と
思
う
も
の
を
作
り
ま

す
。
そ
こ
で
余
力
が
あ
れ
ば
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
先
に

い
る
消
費
者
た
ち
に
と
っ
て
い
い
な
と
思
っ
て
も
ら
え

る
も
の
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

ま
た
、
き
さ
く
に
話
し
か
け
る
こ
と
も
重
要
視
し
て

い
ま
す
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
っ
て
す
ご
い
も
の
を
作
れ
る
け

ど
、
上
手
く
話
せ
な
い
人
が
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ち
ゃ
ん
と
話
が
で
き
な
い
と
、
イ
メ
ー
ジ
の
共
有
や
細

か
い
部
分
の
擦
り
合
わ
せ
が
で
き
な
い
の
で
、
良
い
も

の
を
作
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
僕
は
仕
事
を
す
る
際
に
笑
顔
で
き
さ
く

に
話
す
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
る
ま
で
の
経
緯
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。
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。
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仕
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ョ
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。
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。
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仕
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。
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。
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。

 



2122

　
川
端
さ
ん
は
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
以
外
に

も
狩
猟
活
動
も
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
、
狩
猟
活
動
及
び
山
学
ギ
ル
ド
に
つ

い
て
の
お
話
も
伺
い
ま
し
た
。

山
学
ギ
ル
ド
と
は
・
・
・

　
川
端
さ
ん
は
主
に
、
「
単
独
猟
」
と
い
う
狩

猟
形
態
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　
「
単
独
猟
」
と
は
、
一
人
で
行
う
狩
猟
形
態

の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
逆
に
人
数
を
集
め
て
行

う
「
集
団
猟
」
も
あ
り
ま
す
。

　
単
独
猟
の
一
番
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
何
で
も
自
分
で
決

め
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
人
数
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
総

意
を
取
る
た
め
に
時
間
を
使
っ
て
し
ま
う
た
め
、
動
き

が
遅
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
僕
は
仕
事
を
や
り
つ
つ

狩
猟
活
動
を
し
て
い
る
た
め
、
人
に
都
合
を
合
わ
せ
て

山
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
単
独
猟
を
行
っ
て
い

ま
す
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
集
団
猟
と
比
べ
て
危
険
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
獲
物
の
捕
獲
率
や
遭
遇
率
が

極
端
に
低
く
な
り
ま
す
。

山
学
ギ
ル
ド
で
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

 

大
変
だ
っ
た
こ
と
は
な
い
で
す
。
狩
猟
は
自
分
の
や

り
た
い
こ
と
だ
か
ら
崖
か
ら
落
ち
て
も
別
に
き
つ
く

は
な
い
で
す
。
た
だ
、
仲
間
や
地
域
の
方
、
狩
猟
体

験
に
来
た
方
と
の
、
相
互
理
解
を
し
っ
か
り
と
る
こ

と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
山
に
入
っ
て
活
動
す

る
こ
と
は
、
地
元
の
方
か
ら
し
た
ら
突
飛
な
活
動
だ

と
思
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
勝
手
に
山
に

入
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を

理
解
し
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
山
は
誰
か

の
持
ち
物
か
も
し
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
地

域
の
方
や
持
ち
主
の
方
々
に
し
っ
か
り
話
を
さ
せ
て

頂
い
て
い
ま
す
。
た
だ
で
さ
え
鉄
砲
と
か
罠
と
か
、

あ
る
意
味
で
は
武
器
と
な
り
う
る
も
の
を
所
持
し
、

使
っ
て
い
る
よ
う
な
人
間
な
の
で
、
「
た
だ
獲
物
を

に
猟
師
を
見
つ
け
た
と
き
は
、
先
に
逃
げ
て
し
ま
う

の
で
攻
撃
さ
れ
る
こ
と
は
意
外
と
あ
り
ま
せ
ん
。
危

な
い
経
験
と
い
う
と
、
山
で
一
人
立
ち
往
生
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
で
す
。

　
山
の
中
で
不
意
に
獲
物
を
見
つ
け
て
追
い
か
け
て

い
る
と
、
危
険
な
場
所
を
通
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

自
分
が
い
け
る
と
判
断
し
て
通
る
の
で
す
が
、
気
づ

い
た
ら
も
う
降
り
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
戻
れ
な
い

と
い
う
時
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
に
、
仕
方
な
く
崖

を
滑
り
降
り
る
こ
と
が
何
回
か
あ
り
ま
し
た
。

追
っ
て
撃
ち
た
い
わ
け
で
は
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
を

お
伝
え
し
て
、
な
る
べ
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に

は
し
て
い
ま
す
。

　
危
険
な
こ
と
で
一
番
予
想
さ
れ
る
の
は
、
動
物
か
ら

の
攻
撃
や
反
撃
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
動
物
が
先

単
独
猟
を
し
て
い
て
、
危
険
だ
っ
た
瞬
間
や

経
験
は
あ
り
ま
す
か
。

川
端
さ
ん
に
と
っ
て
デ
ザ
イ
ン
と
は
な
ん
で
す

か
。

将
来
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
こ
う
い
う
活
動
が
し

た
い
と
い
う
の
は
あ
り
ま
す
か
。

単
独
猟
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

様
々
な
活
動
の
中
で
大
変
だ
っ
た
こ
と
、
大
切

だ
と
思
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
猟
師
兼
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
猟
師
兼
料
理
人
、
猟
師
兼

花
屋
の
三
人
で
構
成
さ
れ
た
団
体
で
す
。

　
「
山
で
遊
ん
で
、
山
で
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
里
山

で
の
生
活
を
日
々
の
生
活
に
還
元
で
き
れ
ば
と
い
う

思
い
の
も
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
壮
大
な
夢
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
。
健
康
に

注
意
し
て
、
日
々
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。

　
で
す
が
、
ど
ん
な
形
で
も
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
の

活
動
は
一
生
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
す
る
と
い
う
人
生
は
送
っ
て

い
き
た
い
で
す
し
、
本
が
好
き
な
の
で
辞
め
た
い
と

は
思
っ
て
い
な
い
で
す
。

　
最
初
は
、
本
屋
に
並
ぶ
本
を
自
分
で
い
っ
ぱ
い
手

掛
け
る
ぞ
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

自
分
に
で
き
る
こ
と
と
で
き
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
た
だ
、
そ
れ
で
も
本
が
好
き
と
い
う
こ
と
は

変
わ
ら
な
い
の
で
、
デ
ザ
イ
ン
は
好
き
な
も
の
に
携

わ
れ
る
手
段
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
狩
猟
免
許
を
取
っ
た
仲
間
と
の
狩

猟
活
動
、
田
畑
を
荒
ら
す
鹿
や
猪
な
ど
の
駆
除
活
動

を
軸
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
そ
の
二
つ
に
加

え
、
ジ
ビ
エ
肉
の
販
売
や
山
に
入
っ
て
動
物
を
見
て

も
ら
う
な
ど
の
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
、
様
々

な
人
に
里
山
で
の
生
活
を
体
験
し
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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か
ら
崖
か
ら
落
ち
て
も
別
に
き
つ
く

は
な
い
で
す
。
た
だ
、
仲
間
や
地
域
の
方
、
狩
猟
体

験
に
来
た
方
と
の
、
相
互
理
解
を
し
っ
か
り
と
る
こ

と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
山
に
入
っ
て
活
動
す

る
こ
と
は
、
地
元
の
方
か
ら
し
た
ら
突
飛
な
活
動
だ

と
思
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
勝
手
に
山
に

入
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を

理
解
し
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
山
は
誰
か

の
持
ち
物
か
も
し
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
地

域
の
方
や
持
ち
主
の
方
々
に
し
っ
か
り
話
を
さ
せ
て

頂
い
て
い
ま
す
。
た
だ
で
さ
え
鉄
砲
と
か
罠
と
か
、

あ
る
意
味
で
は
武
器
と
な
り
う
る
も
の
を
所
持
し
、

使
っ
て
い
る
よ
う
な
人
間
な
の
で
、
「
た
だ
獲
物
を

に
猟
師
を
見
つ
け
た
と
き
は
、
先
に
逃
げ
て
し
ま
う

の
で
攻
撃
さ
れ
る
こ
と
は
意
外
と
あ
り
ま
せ
ん
。
危

な
い
経
験
と
い
う
と
、
山
で
一
人
立
ち
往
生
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
で
す
。

　
山
の
中
で
不
意
に
獲
物
を
見
つ
け
て
追
い
か
け
て

い
る
と
、
危
険
な
場
所
を
通
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

自
分
が
い
け
る
と
判
断
し
て
通
る
の
で
す
が
、
気
づ

い
た
ら
も
う
降
り
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
戻
れ
な
い

と
い
う
時
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
に
、
仕
方
な
く
崖

を
滑
り
降
り
る
こ
と
が
何
回
か
あ
り
ま
し
た
。

追
っ
て
撃
ち
た
い
わ
け
で
は
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
を

お
伝
え
し
て
、
な
る
べ
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に

は
し
て
い
ま
す
。

　
危
険
な
こ
と
で
一
番
予
想
さ
れ
る
の
は
、
動
物
か
ら

の
攻
撃
や
反
撃
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
動
物
が
先

単
独
猟
を
し
て
い
て
、
危
険
だ
っ
た
瞬
間
や

経
験
は
あ
り
ま
す
か
。

川
端
さ
ん
に
と
っ
て
デ
ザ
イ
ン
と
は
な
ん
で
す

か
。

将
来
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
こ
う
い
う
活
動
が
し

た
い
と
い
う
の
は
あ
り
ま
す
か
。

単
独
猟
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

様
々
な
活
動
の
中
で
大
変
だ
っ
た
こ
と
、
大
切

だ
と
思
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
猟
師
兼
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
猟
師
兼
料
理
人
、
猟
師
兼

花
屋
の
三
人
で
構
成
さ
れ
た
団
体
で
す
。

　
「
山
で
遊
ん
で
、
山
で
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
里
山

で
の
生
活
を
日
々
の
生
活
に
還
元
で
き
れ
ば
と
い
う

思
い
の
も
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
壮
大
な
夢
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
。
健
康
に

注
意
し
て
、
日
々
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。

　
で
す
が
、
ど
ん
な
形
で
も
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
の

活
動
は
一
生
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
す
る
と
い
う
人
生
は
送
っ
て

い
き
た
い
で
す
し
、
本
が
好
き
な
の
で
辞
め
た
い
と

は
思
っ
て
い
な
い
で
す
。

　
最
初
は
、
本
屋
に
並
ぶ
本
を
自
分
で
い
っ
ぱ
い
手

掛
け
る
ぞ
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

自
分
に
で
き
る
こ
と
と
で
き
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
た
だ
、
そ
れ
で
も
本
が
好
き
と
い
う
こ
と
は

変
わ
ら
な
い
の
で
、
デ
ザ
イ
ン
は
好
き
な
も
の
に
携

わ
れ
る
手
段
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
狩
猟
免
許
を
取
っ
た
仲
間
と
の
狩

猟
活
動
、
田
畑
を
荒
ら
す
鹿
や
猪
な
ど
の
駆
除
活
動

を
軸
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
そ
の
二
つ
に
加

え
、
ジ
ビ
エ
肉
の
販
売
や
山
に
入
っ
て
動
物
を
見
て

も
ら
う
な
ど
の
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
、
様
々

な
人
に
里
山
で
の
生
活
を
体
験
し
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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僕
は
好
き
な
こ
と
し
か
仕
事
に
で
き
な
い

で
す
。
好
き
な
こ
と
以
外
を
仕
事
に
し
た
い

と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
僕
は
好
き
な
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば

実
現
で
き
る
か
を
探
す
タ
イ
プ
で
し
た
。
狩

猟
も
お
金
に
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
今
の
基

本
的
な
常
識
で
す
。
で
も
、
常
識
を
覆
し
た

方
が
面
白
く
な
い
で
す
か
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
に

な
る
と
き
も
出
版
社
の
同
僚
に
、
で
き
る
わ

け
が
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
二
～
三
年
出
入
り
し
て
い
る
と
、
「
川

端
は
自
由
で
い
い
よ
な
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
要
す
る
に
、
好
き
な
も
の
、
や
り
た
い
も

の
が
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
お
金
に
な
る
か
、

生
活
に
繋
げ
て
い
け
る
か
を
突
き
詰
め
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

上塩尻
郵便局

塩尻小学校

WOOD HOUSE DESIGN

　
お
忙
し
い
中
、
た
く
さ
ん
の
貴
重
な

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
ご
協
力
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

2324

僕
自
身
は
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
仕
事
に

し
た
い
と
い
う
考
え
も
あ
り
ま
す
が
、
日
々

の
生
活
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
日
々

の
生
活
を
支
え
る
も
の
は
衣
食
で
あ
り
、
そ

れ
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
必
要
な
も
の
は
お

金
で
す
の
で
、
お
金
を
し
っ
か
り
と
稼
が
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
山
学
ギ
ル
ド
の
活
動
は
少
額

な
が
ら
も
お
金
を
頂
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

儲
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
時
間

の
無
駄
に
な
ら
な
い
程
度
の
対
価
と
し
て
頂

く
よ
う
に
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
た
だ
お
金

は
大
事
で
す
が
、
お
金
に
振
り
回
さ
れ
な
い

よ
う
に
し
た
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

が
座
右
の
銘
で
あ
り
、
よ
く
言
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。

川
端
さ
ん
が
大
事
に
し
て
い
る
座
右

の
銘
や
、
信
条
は
何
で
し
ょ
う
か
。

最
後
に
や
り
た
い
こ
と
の

見
つ
け
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
自
由
に
や
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
自
分
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
好
き
な
こ
と
を
自
由
に
や

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
人
生
の
中
で

羨
ま
し
が
ら
れ
る
ぐ
ら
い
自
由
で
あ
る
よ
う
に

見
せ
て
い
ま
す
。
納
期
を
守
れ
ず
に
怒
ら
れ
る

な
ど
大
変
な
こ
と
は
多
々
あ
り
ま
す
。
け
れ
ど

も
、
そ
の
様
子
を
人
に
見
せ
て
大
変
だ
と
は
思

わ
れ
た
く
は
な
い
の
で
、
極
力
楽
し
ん
で
い
る

よ
う
に
見
せ
て
い
ま
す
。

　
大
学
生
の
時
は
す
ご
く
自
由
で
し
た
が
、
会

社
員
に
な
っ
て
自
由
度
が
低
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
休
む
間
も
な
く
働
き
続
け
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
自
営

業
で
独
立
し
て
か
ら
は
自
由
に
時
間
が
使
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
会
社
員
で
は
な
い

た
め
お
金
は
自
分
で
生
み
出
す
必
要
が
あ
り
、

毎
日
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
仕
事
を
し
て
い
な
い
時
で
も
な
に
か
し

ら
考
え
て
い
ま
す
。
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会
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で
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。



稲
倉
の
棚
田
保
全
委
員
会
の
委
員
長
に

な
っ
た
経
緯
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

稲倉の棚田

稲
倉
の
棚
田
保
全
委
員
会
の
取
り
組
み
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

農
林
水
産
省
の
「
日
本
の
棚
田
百
選
」
に
選
ば
れ
て

い
る
上
田
市
殿
城
の
「
稲
倉
（
い
な
ぐ
ら
）の
棚
田
」
に

お
い
て
保
全
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め
て
い
る
。

久
保
田
良
和
さ
ん

2526

 

ま
ず
、
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
の
導
入
で
す
。
食
米
の
オ

ー
ナ
ー
と
酒
米
の
オ
ー
ナ
ー
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
オ
ー
ナ
ー
と
な
っ
て
い
た
だ
い
て
、
消
費
者
の
方

に
直
接
関
わ
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
棚
田
の
保
全
を
図
っ

て
い
ま
す
。

 

毎
年
、
オ
ー
ナ
ー
を
募
集
し
て
、
参
画
し
や
す
い
よ
う

な
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
も
あ
っ
て
、

数
的
に
オ
ー
ナ
ー
は
毎
年
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
会

の
人
も
関
心
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
現
在
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
外
に
出
ら
れ
な
い
状
況
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
に
来
れ

ば
三
密
に
な
る
わ
け
で
も
な
い
か
ら
、
環
境
が
良
い
と

思
い
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
今
は
１
０
０
組
ほ
ど

オ
ー
ナ
ー
は
い
ま
す
ね

 

ま
た
、
棚
田
キ
ャ
ン
プ
と
い
う
の
も
行
っ
て
い
ま
す
。
農

閑
期
の
棚
田
の
活
用
の
た
め
に
田
植
え
前
と
稲
刈
り
後

の
４
月
と
１１
月
に
行
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
が
好
評

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
常
時
田
ん
ぼ
を
眺
め
な
が

ら
キ
ャ
ン
プ
が
で
き
る
貸
切
サ
イ
ト
と
、
テ
ン
ト
サ
イ
ト

と
い
う
２
つ
の
プ
ラ
ン
の
申
込
サ
イ
ト
を
作
り
ま
し
た
。

 

他
に
も
観
光
案
内
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
動
員
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

 

前
職
は
県
の
職
員
と
し
て
、
農
地
の
整
備
関

係
の
仕
事
に
ず
っ
と
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
る

時
、
息
子
か
ら
、
「
や
っ
て
い
る
こ
と
が
開
発
に
な

っ
て
い
る
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
ど
う
い
う
こ
と
か

と
い
う
と
、
そ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た
田
ん
ぼ
に
補

充
整
備
と
区
画
整
理
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

原
風
景
を
変
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
普
段
言
っ
て
い
る
こ
と
と
、
や
っ
て
い
る
こ

と
が
違
う
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

私
も
県
の
職
員
を
退
職
す
る
前
の
１
０
年
間
、

「
あ
れ
、
こ
れ
で
よ
か
っ
た
の
か
な
？
」
と
考
え
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

 

開
発
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
利
便
性
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
一
方
で
開
発
し
な
け
れ
ば
、
原
風
景

が
保
た
れ
ま
す
。
だ
か
ら
、
ど
っ
ち
が
い
い
と
か

悪
い
と
か
で
は
な
い
の
で
す
が
、
「
ず
っ
と
や
っ
て

き
た
こ
と
が
少
し
開
発
に
シ
フ
ト
し
て
い
な
い

か
？
」
と
い
う
思
い
が
ど
こ
か
に
残
っ
て
い
て
、
退

職
後
、
棚
田
に
関
わ
り
始
め
ま
し
た
。



稲
倉
の
棚
田
保
全
委
員
会
の
委
員
長
に

な
っ
た
経
緯
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

稲倉の棚田

稲
倉
の
棚
田
保
全
委
員
会
の
取
り
組
み
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

農
林
水
産
省
の
「
日
本
の
棚
田
百
選
」
に
選
ば
れ
て

い
る
上
田
市
殿
城
の
「
稲
倉
（
い
な
ぐ
ら
）の
棚
田
」
に

お
い
て
保
全
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め
て
い
る
。

久
保
田
良
和
さ
ん
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ー
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。
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。
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。
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取
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あ
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。
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ら
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あ
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な
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が
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１
つ
目
は
観
光
で
す
。
こ
う
い
う
も
の
を
綺
麗
だ
と

か
、
癒
し
だ
と
か
、
な
ん
と
な
く
見
て
い
る
と
ホ
ッ
と
す

る
と
い
う
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
観
光
バ
ス
で
来
て
、

例
え
３
０
分
と
い
う
少
な
い
時
間
で
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
で

き
ま
す
。

 

２
つ
目
は
高
齢
者
あ
る
い
は
福
祉
関
係
で
す
。
棚
田

に
は
車
椅
子
の
人
た
ち
が
い
っ
ぱ
い
来
て
散
策
し
ま

す
。
平
ら
な
と
こ
ろ
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
周
り
の
雄
大
な
景
色

を
見
る
と
ホ
ッ
と
す
る
か
ら
で
す
。

 

３
つ
目
は
、
教
育
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
地
域
の
小

学
生
と
田
植
え
を
行
い
食
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

な
お
、
オ
ー
ナ
ー
制
と
い
う
の
は
、
農
村
と
都
市
と

の
交
流
で
す
。
農
業
だ
け
で
は
な
く
こ
の
よ
う
な
部
分

に
も
重
き
を
置
い
て
い
か
な
い
と
発
展
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
や
る
に
は
我
々
地
域
の
人
た
ち
だ

け
で
は
な
く
、
違
う
立
場
の
人
の
協
力
が
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。

 

令
和
２
年
１
月
頃
か
ら
コ
ロ
ナ
の
話
が
出
て
き
ま
し

た
。
そ
う
す
る
と
今
の
感
じ
の
よ
う
に
飲
み
屋
や
食
べ

物
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ホ
テ
ル
も
お
客
様
が
来
な
い
の
で
、

お
米
が
消
費
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
全
部
農
協
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
入
っ
て
い
ま
す
。

要
は
食
べ
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
か
ら
売
れ
な
い
と
い

う
切
実
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

 

さ
ら
に
、
稲
倉
の
棚
田
保
全
委
員
会
と
い
う
の
は
任

意
の
団
体
で
す
。
そ
の
た
め
、
国
に
よ
る
コ
ロ
ナ
の
給
付

金
は
申
請
が
で
き
ま
せ
ん
。
給
付
金
が
も
ら
え
な
い
た

め
、
運
営
が
さ
ら
に
容
易
で
は
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

災
害
以
外
で
苦
労
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

天
候
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
り
ま

す
か
。

 

上
田
市
は
日
照
時
間
が
日
本
で
も
２
番
目
か
３
番
目

ぐ
ら
い
に
長
い
場
所
で
す
。
日
照
時
間
が
長
い
と
雨
が

降
り
ま
せ
ん
。
上
田
市
の
中
で
も
こ
の
辺
は
特
に
降
り

ま
せ
ん
。
稲
倉
の
棚
田
も
雨
よ
り
晴
れ
て
い
る
方
が
良

い
で
す
。

 

し
か
し
、
稲
倉
の
棚
田
は
農
作
物
だ
か
ら
雨
が
全
く

降
ら
な
い
と
い
う
の
も
困
り
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は

上
田
市
は
適
切
な
場
所
で
す
。
あ
と
、
朝
の
霧
な
ど
は

甘
み
が
増
す
な
ど
の
作
物
に
良
い
影
響
を
与
え
ま
す
。

な
ぜ
稲
倉
の
棚
田
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
の

で
す
か
。

 

獣
害
問
題
と
し
て
猪
が
出
て
い
る
の
で
す
が
、
今
は

対
策
と
し
て
電
柵
を
使
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
だ

け
で
は
、
防
ぎ
き
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
自
分
の
棚
田

に
は
来
な
く
な
っ
て
も
他
の
田
ん
ぼ
に
行
く
よ
う
に
な

る
だ
け
な
の
で
、
根
本
的
な
解
決
に
は
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。

 

自
然
災
害
に
関
し
て
は
、
こ
こ
の
棚
田
は
勾
配
６
０

度
な
の
で
雨
が
降
る
と
当
然
崩
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

地
帯
を
地
滑
り
防
止
区
域
と
い
い
ま
す
。
実
際
、
農
水

省
の
地
滑
り
防
止
区
域
エ
リ
ア
に
も
入
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
エ
リ
ア
は
崩
れ
を
防
ぐ
こ
と
は
か
な
り
難
し
い
で
す
。

だ
か
ら
、
崩
れ
る
前
の
こ
と
は
あ
ま
り
考
え
ず
、
崩
れ
た

後
、
元
へ
戻
す
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

 

ま
た
、
景
観
を
意
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
石
積
み
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

獣
害
問
題
や
自
然
災
害
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う

な
対
応
を
し
て
い
ま
す
か
。
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光
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。
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お
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の
行
き
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と
こ
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私
た
ち
は
、
稲
倉
の
棚
田
保
全
委
員
会
の
委
員

長
で
あ
る
久
保
田
良
和
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
、
非
常
に
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
ま

し
た
。
久
保
田
さ
ん
の
お
話
し
か
ら
は
、
棚
田
が

ど
の
よ
う
に
地
域
貢
献
を
行
っ
て
る
の
か
を
学
ぶ
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
活
性
化
を
し

て
い
く
う
え
で
若
者
の
力
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と

い
う
お
話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

 

そ
こ
で
、
私
た
ち
も
、
地
域
活
性
化
に
向
け
て

貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の

『て
く
て
く

う
え
だ
』
の
特
集
が
稲
倉
の
棚
田
の
発
展
に
お
役
に

立
て
れ
ば
幸
い
で
す
。

 

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
特
殊
な
状
況
の
中
で
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
久
保
田
さ
ん
に
は
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て
。
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平
地
と
棚
田
と
で
は
、
ど
の
よ
う
な
違
い

が
生
じ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
棚
田
の
特
徴

を
お
教
え
く
だ
さ
い
。
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１
つ
目
は
地
形
が
違
う
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

棚
田
と
い
う
の
は
段
々
の
田
ん
ぼ
で
す
。
も
ち
ろ
ん
塩

田
平
の
よ
う
に
ど
こ
に
行
っ
て
も
基
本
的
に
平
ら
な
場

所
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ほ
ど
の
落
差
の
あ
る
田
ん
ぼ

は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
機
械
を
田
ん

ぼ
か
ら
田
ん
ぼ
へ
移
す
作
業
な
ど
が
平
地
に
比
べ
る
と

大
変
で
す
し
、
危
険
度
が
増
し
ま
す
。

 

２
つ
目
は
同
じ
面
積
で
同
じ
も
の
を
作
っ
て
も
標
高

的
な
こ
と
が
あ
っ
て
量
が
と
れ
ま
せ
ん
し
、
管
理
が
難

し
い
で
す
。
自
然
米
な
の
で
手
が
か
か
り
、
人
手
が
足

り
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

そ
の
た
め
農
業
の
こ
と
だ
け
を
考
え
る
の
で
あ
れ

ば
、
や
ら
な
く
て
も
良
か
っ
た
と
い
う
選
択
肢
も
あ
り

ま
し
た
。

　
通
常
、
酒
米
と
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
約
１
０
ト
ン
採
れ
ま

す
。
そ
の
う
ち
酒
米
は
３
ト
ン
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
７

ト
ン
程
採
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
お
米
の
行
き
先

は
２
つ
あ
り
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、
酒
米
で
す
が
、
上
田
の
柳
町
に
あ
る

岡
崎
酒
造
さ
ん
へ
納
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
稲
倉

の
お
酒
と
し
て
販
売
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が

好
評
で
す
。

　
２
つ
目
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
す
が
、
そ
の
行
き
先
は

棚
田
の
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
、
棚
田
に
来
た
人
、
そ
し
て
、

イ
ベ
ン
ト
で
の
販
売
を
し
て
い
ま
す
。
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チーム紹介

2017年4月に創部。

長野県上田市に本拠地を置く女子実業団バレーボールチーム。

ルートインジャパン株式会社が運営を行っている。

監督は元全日本代表選手の経歴をもつ井上謙氏が務める。

V2リーグ優勝とV1昇格を目標としている。

「感動と夢、そして元気を届ける」をモットーにしている。

2019－20シーズンからV2リーグに参戦。

同シーズンは4位、2020‐2021シーズンは2位で

V1との入替戦となるV.チャレンジマッチに出場。

上
田
市
を
拠
点
に
活
躍
さ
れ
て
い
る

「
ブ
リ
リ
ア
ン
ト
ア
リ
ー
ズ
」
か
ら

水
谷
選
手
、
平
原
選
手
、
村
山
選
手
、
横
田
選
手
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

水
谷
選
手×

平
原
選
手

Ｑ
．
仕
事
後
の
練
習
は
大
変
で
す
か
？

私
は
三
年
目
で
慣
れ
て
き
て
し
ま
っ
た
と
い
う

か
ル
ー
テ
ィ
ン
の
様
な
感
じ
で
、
一
日
仕
事
し
て
、

練
習
し
て
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
と
い
う
の
に
慣
れ

て
き
て
、
体
力
も
つ
い
て
き
た
の
で
大
変
で
は
な
い

で
す
。
で
も
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
か
で
追
い
込
む
時

期
は
き
つ
い
時
も
あ
り
ま
す
。

平
原

大
変
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
前
は
も
っ
と
仕
事
量
が
多

く
て
、
そ
れ
で
練
習
も
し
て
い
た
の
で
、
私
た
ち
は

そ
こ
ま
で
大
変
だ
と
は
思
わ
な
い
で
す
。
仕
事
し

て
い
る
時
も
バ
レ
ー
部
と
し
て
見
ら
れ
る
の
で
し
っ

か
り
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

水
谷

Ｑ
．
将
来
の
夢
は
あ
り
ま
す
か
？

今
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
以
外
に
一
生
懸
命
や
り
た

い
こ
と
が
見
え
て
い
な
い
の
で
す
が
、
今
後
も
や
り

た
い
事
を
見
つ
け
つ
つ
、
最
終
的
に
は
人
生
が
楽
し

く
な
れ
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。

平
原

私
は
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
て
、
何
歳

に
な
っ
て
も
そ
れ
に
挑
戦
し
て
い
け
た
ら
い
い
と
思

い
ま
す
。

水
谷

Ｑ
．
上
田
市
の
魅
力
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
？

水
谷

自
然
が
豊
か
で
空
気
や
水
が
す
ご
く
美
味
し
い

こ
と
、
上
田
市
に
は
す
ご
く
温
か
い
方
が
多
い
こ
と

で
す
。
初
め
大
阪
か
ら
上
田
市
に
来
た
と
き
は
、

上
田
市
の
こ
と
を
全
然
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
五
年
も
居
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
愛
着
も
湧
い

て
上
田
市
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

天
気
が
良
く
毎
日
晴
れ
て
る
こ
と
と
温
泉
や

観
光
地
が
す
ぐ
に
行
け
る
距
離
に
あ
り
、
紹
介
し

や
す
く
行
き
易
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
良
い
と
こ
ろ

だ
な
と
思
い
ま
す
。

平
原

Ｑ
．
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

　
　
な
ん
で
す
か
？

水
谷

私
が
小
学
校
一
年
生
の
時
に
姉
が
や
っ
て
い
た

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
練
習
に
、
母
と
送
り
迎
え
に
行
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
の
う
ち
ボ
ー
ル
を
触

り
始
め
て
、
自
分
も
一
緒
に
練
習
に
行
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
あ
と
お
母
さ
ん
も
や
っ
て
い
た
の
で

私
も
や
り
始
め
ま
し
た
。

小
学
校
五
年
生
の
終
わ
り
か
ら
本
格
的
に
始

め
た
の
で
す
が
、
き
っ
か
け
は
小
学
校
の
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
で
す
。
色
々
な
ス
ポ
ー
ツ
が
あ
り
迷
っ

て
い
た
な
か
、
体
験
と
い
う
形
で
選
ん
だ
の
が
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
で
し
た
。
ま
た
、
私
が
別
に
所
属
し

て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
コ
ー
チ
が「
バ
レ
ー
始

め
な
い
か
」
と
言
っ
て
く
れ
た
の
も
き
っ
か
け
の
一

つ
で
す
。

平
原
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紹
介
し

や
す
く
行
き
易
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
良
い
と
こ
ろ

だ
な
と
思
い
ま
す
。

平
原

Ｑ
．
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

　
　
な
ん
で
す
か
？

水
谷

私
が
小
学
校
一
年
生
の
時
に
姉
が
や
っ
て
い
た

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
練
習
に
、
母
と
送
り
迎
え
に
行
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
の
う
ち
ボ
ー
ル
を
触

り
始
め
て
、
自
分
も
一
緒
に
練
習
に
行
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
あ
と
お
母
さ
ん
も
や
っ
て
い
た
の
で

私
も
や
り
始
め
ま
し
た
。

小
学
校
五
年
生
の
終
わ
り
か
ら
本
格
的
に
始

め
た
の
で
す
が
、
き
っ
か
け
は
小
学
校
の
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
で
す
。
色
々
な
ス
ポ
ー
ツ
が
あ
り
迷
っ

て
い
た
な
か
、
体
験
と
い
う
形
で
選
ん
だ
の
が
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
で
し
た
。
ま
た
、
私
が
別
に
所
属
し

て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
コ
ー
チ
が「
バ
レ
ー
始

め
な
い
か
」
と
言
っ
て
く
れ
た
の
も
き
っ
か
け
の
一

つ
で
す
。

平
原
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水
谷

観
客
が
い
る
い
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
試
合
に
対
す

る
や
る
気
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
負
け
て
る
時
に

応
援
さ
れ
て「
頑
張
れ
！
」
っ
て
言
わ
れ
る
と
、
も
っ
と

頑
張
ろ
う
と
思
う
の
で
、
応
援
の
力
は
す
ご
く
大
き

い
と
思
い
ま
す
。

平
原

最
後
の「
こ
こ
一
点
！
」
っ
て
時
に
声
援
が
あ
る
の

と
な
い
の
と
で
は
全
く
違
い
ま
す
。
応
援
が
な
い
と
ベ

ン
チ
側
で
応
援
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
、
こ
っ
ち

が
倍
の
応
援
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
無
観
客
だ
と「
一
体
感
が
な
く
て

寂
し
い
な
あ
」
っ
て
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
の
で
、
応

援
し
て
く
だ
さ
る
人
が
い
る
と
い
な
い
と
で
は
全
く

違
う
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
試
合
は
無
観
客
で
し
た
が
、
改

め
て
応
援
の
力
を
感
じ
ま
し
た
か
？

Ｑ
．

Ｑ
．
チ
ー
ム
で
の
自
分
の
役
割
は
何
で
す
か
？

私
の
役
割
は
、
チ
ー
ム
が
今
活
動
で
き
て
い
る
こ
と

が
当
た
り
前
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
伝
え
る
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
創
部
当
初
は
練
習
が
毎
日
で

き
て
い
る
こ
と
も
、
ジ
ャ
ー
ジ
が
揃
っ
て
い
る
こ
と
も

全
然
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
の
で
そ
う
い
う
こ
と
は

当
た
り
前
じ
ゃ
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
下
の
子
た
ち
に

伝
え
て
い
き
た
い
な
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
。

水
谷

私
は
上
田
市
出
身
な
の
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
し

て
上
田
市
を
知
っ
て
も
ら
っ
て
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め

に
何
か
発
信
し
て
い
こ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
の
中
で
は
試
合
に
最
初
か
ら
出
る
よ
り
も
、

途
中
か
ら
出
る
こ
と
の
方
が
多
い
で
す
け
ど
途
中
で

リ
ズ
ム
と
か
流
れ
を
変
え
た
り
、
元
気
な
声
で
応
援

し
た
り
、
チ
ー
ム
の
雰
囲
気
を
明
る
く
す
る
と
い
う

の
が
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平
原

横
田
選
手×

村
山
選
手

勤
務
が
あ
る
日
と
勤
務
が
な
い
日
で
、
生
活
習
慣

の
差
が
結
構
出
て
し
ま
う
の
で
、
そ
の
生
活
習
慣
の

乱
れ
っ
て
言
う
の
が
体
の
疲
れ
に
繋
が
る
時
が
あ
る

の
で
、
そ
こ
の
調
整
が
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

村
山

午
前
中
四
時
間
と
午
後
四
時
間
の
八
時
間
の
労

働
が
あ
り
ま
す
。
体
力
的
に
消
耗
す
る
と
こ
ろ
が
あ

る
の
で
、
日
々
の
練
習
で
の
疲
れ
が
ち
ょ
っ
と
抜
け
づ

ら
い
と
感
じ
る
時
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ

を
オ
フ
な
ど
で
し
っ
か
り
ケ
ア
を
し
な
が
ら
、
練
習
や

仕
事
で
そ
う
い
っ
た
疲
労
を
残
さ
な
い
よ
う
に
し
て

い
く
っ
て
こ
と
が
大
変
か
な
と
思
い
ま
す
。

横
田

社
業
と
バ
レ
ー
を
両
立
す
る
上
で
難
し
い

点
な
ど
あ
り
ま
す
か
？

Ｑ
．

私
も
一
緒
で
、
温
泉
に
行
っ
て
、
体
の
疲
れ
を
取
り

エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給
っ
て
い
う
名
の
美
味
し
い
も
の
を
食

べ
て
い
ま
す
。

村
山

私
の
場
合
、
体
は
休
め
ら
れ
る
よ
う
に
整
体
に
行

き
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
て
も
ら
っ
た
り
、
温
泉
に
行
っ
て

お
湯
に
浸
か
っ
た
り
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
時
間
を

多
く
使
っ
て
い
ま
す
。

横
田

Ｑ
．
オ
フ
の
過
ご
し
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

創
部
当
初
に
比
べ
て
知
名
度
が
上
が
っ
た

と
い
う
実
感
は
あ
り
ま
す
か
？

Ｑ
．

水
谷

あ
り
ま
す
。
創
部
は
二
〇
一
七
年
四
月
一
日
で
す

が
、
Ｖ
２
リ
ー
グ
に
参
戦
し
て
か
ら
夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
と

か
Ｃ
Ｍ
に
も
出
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、「
見
た
よ
」
っ

て
い
う
声
は
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。
あ
と

人
数
が
増
え
ま
し
た
。
創
部
当
初
は
七
人
だ
っ
た
の
で

倍
に
な
り
ま
し
た
ね
。

公
式
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
、
試
合
結
果
の
報
告
や
試
合
の

告
知
を
す
る
こ
と
は
増
え
て
き
て
い
る
の
で
、
日
頃

の
選
手
の
姿
を
も
っ
と
見
せ
た
い
で
す
ね
。
も
っ
と
身

近
な
チ
ー
ム
と
い
う
も
の
を
、
バ
レ
ー
の
試
合
以
外

の
時
に
で
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
届
け
て
い
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

水
谷

平
原

チ
ー
ム
の
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
知
っ
て
い
た
だ
い
て
る
方

も
多
い
で
す
し
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
も
徐
々
に
は
増
え
て

い
っ
て
ま
す
。
だ
け
ど
個
々
人
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
が
な

か
な
か
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
の
で
、
公

式
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
一
緒
に
使
い
な
が
ら
個
々
で
チ
ー
ム

を
も
っ
と
広
げ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
一
人
一

人
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
た
く
さ
ん
い
る
し
、
メ
ン
バ
ー
個

人
か
ら
広
げ
て
い
く
の
も
大
事
な
の
で
、
も
う
ち
ょ
っ

と
個
人
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
一
生
懸
命
や
っ
て
い
き
た
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
の
Ｐ
Ｒ
に
関
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

課
題
は
あ
り
ま
す
か
？

Ｑ
．
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Ｑ
．
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

     

な
ん
で
す
か
？

村
山

私
が
始
め
た
の
は
中
学
校1

年
生
の
時
だ
っ
た

ん
で
す
け
ど
、
一
番
仲
良
か
っ
た
友
達
が
小
学
校

か
ら
バ
レ
ー
を
や
っ
て
い
て
誘
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
す
。

姉
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
い
て
一
緒
に
練
習
に

行
く
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
影
響
も
あ
っ
て

始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

横
田

入
団
さ
れ
た
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．

村
山

県
外
の
大
学
に
進
学
し
た
の
で
す
が
、
長
野
県
に

帰
り
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、

こ
の
チ
ー
ム
と
練
習
試
合
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
こ
の
チ

ー
ム
に
入
り
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
チ
ー
ム
が

で
き
て
い
な
か
っ
た
ら
、
私
は
バ
レ
ー
や
っ
て
い
な
か
っ

た
な
と
思
い
ま
す
。

横
田

私
は
長
野
県
出
身
で
す
が
高
校
か
ら
県
外
に
行
っ

て
い
ま
し
た
。
で
す
が
中
学
時
代
培
っ
た
も
の
が
高

校
、
大
学
と
私
を
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。
な
の
で
長

野
県
に
帰
っ
て
私
の
活
躍
を
、
知
り
合
い
や
支
え
て
く

れ
た
方
に
見
て
も
ら
い
恩
返
し
が
し
た
い
と
い
う
思

い
と
、
長
野
県
の
バ
レ
ー
を
盛
り
上
げ
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

平原果歩選手　長野県上田市出身

ポジション：アウトサイドヒッター

水谷真友選手　大阪府出身

ポジション：リベロ



水
谷

観
客
が
い
る
い
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
試
合
に
対
す

る
や
る
気
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
負
け
て
る
時
に

応
援
さ
れ
て「
頑
張
れ
！
」
っ
て
言
わ
れ
る
と
、
も
っ
と

頑
張
ろ
う
と
思
う
の
で
、
応
援
の
力
は
す
ご
く
大
き

い
と
思
い
ま
す
。

平
原

最
後
の「
こ
こ
一
点
！
」
っ
て
時
に
声
援
が
あ
る
の

と
な
い
の
と
で
は
全
く
違
い
ま
す
。
応
援
が
な
い
と
ベ

ン
チ
側
で
応
援
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
、
こ
っ
ち

が
倍
の
応
援
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
無
観
客
だ
と「
一
体
感
が
な
く
て

寂
し
い
な
あ
」
っ
て
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
の
で
、
応

援
し
て
く
だ
さ
る
人
が
い
る
と
い
な
い
と
で
は
全
く

違
う
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
試
合
は
無
観
客
で
し
た
が
、
改

め
て
応
援
の
力
を
感
じ
ま
し
た
か
？

Ｑ
．

Ｑ
．
チ
ー
ム
で
の
自
分
の
役
割
は
何
で
す
か
？

私
の
役
割
は
、
チ
ー
ム
が
今
活
動
で
き
て
い
る
こ
と

が
当
た
り
前
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
伝
え
る
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
創
部
当
初
は
練
習
が
毎
日
で

き
て
い
る
こ
と
も
、
ジ
ャ
ー
ジ
が
揃
っ
て
い
る
こ
と
も

全
然
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
の
で
そ
う
い
う
こ
と
は

当
た
り
前
じ
ゃ
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
下
の
子
た
ち
に

伝
え
て
い
き
た
い
な
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
。

水
谷

私
は
上
田
市
出
身
な
の
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
し

て
上
田
市
を
知
っ
て
も
ら
っ
て
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め

に
何
か
発
信
し
て
い
こ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
の
中
で
は
試
合
に
最
初
か
ら
出
る
よ
り
も
、

途
中
か
ら
出
る
こ
と
の
方
が
多
い
で
す
け
ど
途
中
で

リ
ズ
ム
と
か
流
れ
を
変
え
た
り
、
元
気
な
声
で
応
援

し
た
り
、
チ
ー
ム
の
雰
囲
気
を
明
る
く
す
る
と
い
う

の
が
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平
原

横
田
選
手×

村
山
選
手

勤
務
が
あ
る
日
と
勤
務
が
な
い
日
で
、
生
活
習
慣

の
差
が
結
構
出
て
し
ま
う
の
で
、
そ
の
生
活
習
慣
の

乱
れ
っ
て
言
う
の
が
体
の
疲
れ
に
繋
が
る
時
が
あ
る

の
で
、
そ
こ
の
調
整
が
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

村
山

午
前
中
四
時
間
と
午
後
四
時
間
の
八
時
間
の
労

働
が
あ
り
ま
す
。
体
力
的
に
消
耗
す
る
と
こ
ろ
が
あ

る
の
で
、
日
々
の
練
習
で
の
疲
れ
が
ち
ょ
っ
と
抜
け
づ

ら
い
と
感
じ
る
時
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ

を
オ
フ
な
ど
で
し
っ
か
り
ケ
ア
を
し
な
が
ら
、
練
習
や

仕
事
で
そ
う
い
っ
た
疲
労
を
残
さ
な
い
よ
う
に
し
て

い
く
っ
て
こ
と
が
大
変
か
な
と
思
い
ま
す
。

横
田

社
業
と
バ
レ
ー
を
両
立
す
る
上
で
難
し
い

点
な
ど
あ
り
ま
す
か
？

Ｑ
．

私
も
一
緒
で
、
温
泉
に
行
っ
て
、
体
の
疲
れ
を
取
り

エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給
っ
て
い
う
名
の
美
味
し
い
も
の
を
食

べ
て
い
ま
す
。

村
山

私
の
場
合
、
体
は
休
め
ら
れ
る
よ
う
に
整
体
に
行

き
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
て
も
ら
っ
た
り
、
温
泉
に
行
っ
て

お
湯
に
浸
か
っ
た
り
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
時
間
を

多
く
使
っ
て
い
ま
す
。

横
田

Ｑ
．
オ
フ
の
過
ご
し
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

創
部
当
初
に
比
べ
て
知
名
度
が
上
が
っ
た

と
い
う
実
感
は
あ
り
ま
す
か
？

Ｑ
．

水
谷

あ
り
ま
す
。
創
部
は
二
〇
一
七
年
四
月
一
日
で
す

が
、
Ｖ
２
リ
ー
グ
に
参
戦
し
て
か
ら
夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
と

か
Ｃ
Ｍ
に
も
出
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、「
見
た
よ
」
っ

て
い
う
声
は
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。
あ
と

人
数
が
増
え
ま
し
た
。
創
部
当
初
は
七
人
だ
っ
た
の
で

倍
に
な
り
ま
し
た
ね
。

公
式
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
、
試
合
結
果
の
報
告
や
試
合
の

告
知
を
す
る
こ
と
は
増
え
て
き
て
い
る
の
で
、
日
頃

の
選
手
の
姿
を
も
っ
と
見
せ
た
い
で
す
ね
。
も
っ
と
身

近
な
チ
ー
ム
と
い
う
も
の
を
、
バ
レ
ー
の
試
合
以
外

の
時
に
で
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
届
け
て
い
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

水
谷

平
原

チ
ー
ム
の
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
知
っ
て
い
た
だ
い
て
る
方

も
多
い
で
す
し
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
も
徐
々
に
は
増
え
て

い
っ
て
ま
す
。
だ
け
ど
個
々
人
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
が
な

か
な
か
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
の
で
、
公

式
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
一
緒
に
使
い
な
が
ら
個
々
で
チ
ー
ム

を
も
っ
と
広
げ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
一
人
一

人
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
た
く
さ
ん
い
る
し
、
メ
ン
バ
ー
個

人
か
ら
広
げ
て
い
く
の
も
大
事
な
の
で
、
も
う
ち
ょ
っ

と
個
人
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
一
生
懸
命
や
っ
て
い
き
た
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
の
Ｐ
Ｒ
に
関
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

課
題
は
あ
り
ま
す
か
？

Ｑ
．
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Ｑ
．
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

     

な
ん
で
す
か
？

村
山

私
が
始
め
た
の
は
中
学
校1

年
生
の
時
だ
っ
た

ん
で
す
け
ど
、
一
番
仲
良
か
っ
た
友
達
が
小
学
校

か
ら
バ
レ
ー
を
や
っ
て
い
て
誘
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
す
。

姉
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
い
て
一
緒
に
練
習
に

行
く
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
影
響
も
あ
っ
て

始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

横
田

入
団
さ
れ
た
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．

村
山

県
外
の
大
学
に
進
学
し
た
の
で
す
が
、
長
野
県
に

帰
り
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、

こ
の
チ
ー
ム
と
練
習
試
合
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
こ
の
チ

ー
ム
に
入
り
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
チ
ー
ム
が

で
き
て
い
な
か
っ
た
ら
、
私
は
バ
レ
ー
や
っ
て
い
な
か
っ

た
な
と
思
い
ま
す
。

横
田

私
は
長
野
県
出
身
で
す
が
高
校
か
ら
県
外
に
行
っ

て
い
ま
し
た
。
で
す
が
中
学
時
代
培
っ
た
も
の
が
高

校
、
大
学
と
私
を
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。
な
の
で
長

野
県
に
帰
っ
て
私
の
活
躍
を
、
知
り
合
い
や
支
え
て
く

れ
た
方
に
見
て
も
ら
い
恩
返
し
が
し
た
い
と
い
う
思

い
と
、
長
野
県
の
バ
レ
ー
を
盛
り
上
げ
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

平原果歩選手　長野県上田市出身

ポジション：アウトサイドヒッター

水谷真友選手　大阪府出身

ポジション：リベロ
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山路を登りながら

去
年
ま
で
は
自
分
の
プ
レ
ー
が
中
心
に
あ
っ
た

の
で
す
が
、
今
は
チ
ー
ム
の
雰
囲
気
や
状
態
を
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　副
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
も
、
セ
ッ
タ
ー
と
し
て
も

チ
ー
ム
を
見
な
き
ゃ
い
け
な
い
役
割
な
の
で
、
チ
ー

ム
の
雰
囲
気
が
悪
い
時
に
何
か
行
動
を
起
こ
し
た

り
自
分
が
ゲ
ー
ム
の
流
れ
を
変
え
る
ん
だ
と
い
う

気
持
ち
を
去
年
以
上
に
持
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
。

横
田

去
年
は
一
番
年
下
で
自
由
に
や
り
た
い
よ
う
に

や
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
年
は
プ
レ
ー
で
引

っ
張
っ
て
い
く
以
上
に
普
段
の
練
習
か
ら
み
ん
な
の

気
持
ち
を
練
習
に
ど
う
持
っ
て
い
く
か
で
あ
っ
た

り
、
試
合
で
苦
し
い
時
こ
そ
声
を
出
し
た
り
と
い

う
役
割
も
大
切
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
先
輩
方
の

力
も
借
り
な
が
ら
自
分
達
の
で
き
る
こ
と
を
精
い

っ
ぱ
い
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

村
山

Ｑ
．
副
キ
ャ
プ
テ
ン
に
な
り
昨
年
と
の
役
割
、

気
持
ち
の
違
い
は
あ
り
ま
す
か
？

私
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。1

番
辞
め
た
い
と

思
っ
た
と
き
は
、
高
校
最
後
の
大
会
の
決
勝
戦
前

に
足
首
の
靭
帯
を
切
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
で
す
。
も

う
間
に
合
わ
な
い
と
思
っ
た
し
、
み
ん
な
が
で
き
て

る
な
か
で
自
分
だ
け
が
で
き
な
い
こ
と
が
す
ご
く

辛
く
て
、
辞
め
た
い
っ
て
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
今

ま
で
頑
張
っ
て
き
た
の
に
や
り
切
れ
な
か
っ
た
こ
と

が
悔
し
く
て
、
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
も

辞
め
た
い
と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
目

標
を
達
成
で
き
て
い
な
い
で
す
し
、
チ
ー
ム
の
仲
間

と
一
緒
に
目
標
を
達
成
し
た
い
と
い
う
思
い
が
強

い
の
で
続
け
ら
れ
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

村
山

な
い
で
す
。
辞
め
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
で

す
。
し
か
し
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
は
い
っ
ぱ
い
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
時
は
本
当
に
嫌
に
な
り
ま
し
た
。

で
も
結
局
試
合
と
か
練
習
で
う
ま
く
い
っ
た
時
の

喜
び
や
仲
間
と
一
緒
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
す
る
楽

し
さ
を
感
じ
た
と
き
に
、
す
ご
く
や
り
が
い
を
感

じ
る
の
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

横
田

Ｑ
．
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
辞
め
た
い
と
思
っ
た
　

　
　 

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

横
田

「
原
動
力
」
と
か
ど
う
で
す
か
？
仲
間
が
い
る
か

ら
何
で
も
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

   

「
縁
」
。
繋
い
で
く
れ
る
も
の
。

村
山

Ｑ
．
最
後
に
お
伺
い
し
ま
す
、
仲
間
と
は
　
　

　
　
一
言
で
表
す
と
何
で
す
か
？

　
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
っ
た
時
に
負
け
て
し
ま
う

こ
と
も
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
時
は

楽
し
も
う
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
前
向
き
な
感

情
に
持
っ
て
い
く
こ
と
を
意
識
し
ま
す
。
結
果
を

先
に
考
え
る
よ
り
楽
し
も
う
と
い
う
気
持
ち
で
、

結
果
が
良
く
て
も
悪
く
て
も
後
悔
が
な
い
よ
う
に

や
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
ア
タ
ッ
カ
ー
な
の
で
最
後
に
決
め
に
行
く

立
場
で
は
あ
り
ま
す
が
、
正
直
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
強

い
タ
イ
プ
で
は
な
い
と
自
分
で
も
わ
か
っ
て
い
る
の

で
点
数
を
あ
ま
り
見
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

で
す
が
勝
っ
て
い
る
と
き
も
、
負
け
て
い
る
と
き
も

最
後
に
私
が
決
め
て
勝
つ
と
い
う
気
持
ち
で
や
っ
て

い
ま
す
。

村
山

Ｑ
．
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
負
け
な
い
た
め
の

　
　 

心
構
え
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

インタビュー風景

今
日
の
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
特
殊
な
状
況
の
中
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ブ
リ
リ
ア
ン
ト
ア
リ
ー
ズ
の
皆
様
の
こ
れ
か
ら

の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
、
Ⅴ
１
昇
格
を
心
か
ら
応
援

し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

横
田
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の
で
す
が
、
今
は
チ
ー
ム
の
雰
囲
気
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を
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よ
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に
な
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ま
し
た
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な
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な
い
役
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の
で
、
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囲
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時
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何
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を
起
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し
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り
自
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が
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の
流
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を
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え
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ん
だ
と
い
う

気
持
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を
去
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以
上
に
持
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て
や
っ
て
い
ま
す
。
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一
番
年
下
で
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た
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に
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し
、
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以
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み
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の
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時
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と
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に
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思
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の
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な
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で
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を
精
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や
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と
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ま
す
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昨
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と
の
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、
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の
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思
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の
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に
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と
き
で
す
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も
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に
合
わ
な
い
と
思
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、
み
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が
で
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る
な
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で
自
分
だ
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が
で
き
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い
こ
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く

辛
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、
辞
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た
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て
思
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ま
し
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。
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し
今

ま
で
頑
張
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き
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の
に
や
り
切
れ
な
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っ
た
こ
と

が
悔
し
く
て
、
続
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る
こ
と
が
で
き
ま
し
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今
も

辞
め
た
い
と
思
う
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と
は
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
目
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を
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で
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い
な
い
で
す
し
、
チ
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の
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間

と
一
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に
目
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た
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と
い
う
思
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強

い
の
で
続
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い
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

村
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な
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で
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辞
め
た
い
と
思
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た
こ
と
は
な
い
で

す
。
し
か
し
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
は
い
っ
ぱ
い
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
時
は
本
当
に
嫌
に
な
り
ま
し
た
。

で
も
結
局
試
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と
か
練
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で
う
ま
く
い
っ
た
時
の

喜
び
や
仲
間
と
一
緒
に
バ
レ
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ボ
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ル
を
す
る
楽

し
さ
を
感
じ
た
と
き
に
、
す
ご
く
や
り
が
い
を
感

じ
る
の
で
続
け
る
こ
と
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で
き
て
い
ま
す
。

横
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ボ
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ル
を
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た
い
と
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た
　

　
　 

こ
と
は
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り
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す
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？
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「
原
動
力
」
と
か
ど
う
で
す
か
？
仲
間
が
い
る
か

ら
何
で
も
で
き
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と
い
う
こ
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で
す
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縁
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る
も
の
。
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に
お
伺
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し
ま
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、
仲
間
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一
言
で
表
す
と
何
で
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プ
レ
ッ
シ
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が
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た
時
に
負
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し
ま
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も
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ん
あ
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が
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い
う
時
は

楽
し
も
う
と
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う
気
持
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を
持
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て
前
向
き
な
感

情
に
持
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て
い
く
こ
と
を
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し
ま
す
。
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を

先
に
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る
よ
り
楽
し
も
う
と
い
う
気
持
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で
、

結
果
が
良
く
て
も
悪
く
て
も
後
悔
が
な
い
よ
う
に
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て
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ま
す
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は
ア
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に
決
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に
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く
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で
は
あ
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が
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に
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で
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と
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分
で
も
わ
か
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て
い
る
の

で
点
数
を
あ
ま
り
見
な
い
よ
う
に
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い
ま
す
。

で
す
が
勝
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て
い
る
と
き
も
、
負
け
て
い
る
と
き
も

最
後
に
私
が
決
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て
勝
つ
と
い
う
気
持
ち
で
や
っ
て

い
ま
す
。
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プ
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に
負
け
な
い
た
め
の

　
　 

心
構
え
を
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え
て
く
だ
さ
い
。
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今
日
の
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
特
殊
な
状
況
の
中
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ブ
リ
リ
ア
ン
ト
ア
リ
ー
ズ
の
皆
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の
こ
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か
ら

の
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る
ご
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、
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１
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。
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真田家の活躍
　上田市には真田信繁（幸村）という戦国時代に活躍した武将
のまつわるものが多くあります。上田城跡公園はもちろん、お
土産やいたるところに用いられる六文銭、上田駅前に点在する
真田十勇士の銅像など、様々なところで見つけることができま
す。このページではそんな、真田信繁（幸村）や真田家につい
て詳しく見ていこうと思います。

　
天
下
を
取
っ
た
徳
川
を
こ
と
ご
と
く
苦
し
め
た
真
田
家
は
、

大
き
な
出
来
事
は
少
な
い
で
す
が
、
強
大
な
力
に
立
ち
向
か
っ

た
人
物
と
し
て
多
く
の
物
語
や
ゲ
ー
ム
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し

て
、
語
り
継
が
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に
、
「
真
田
十
勇

士
」
と
い
わ
れ
る
人
々
が
出
て
き
ま
す
。
真
田
十
勇
士
は
ほ
と

ん
ど
が
架
空
の
人
物
で
は
あ
り
ま
す
が
、
真
田
幸
村
に
仕
え
た

と
さ
れ
る
十
人
と
し
て
、
様
々
な
派
生
作
品
が
作
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
上
田
駅
の
周
辺
に
も
、
真
田
十
勇
士
の
像
が
各
地
に
た

て
ら
れ
て
い
た
り
と
、
幸
村
同
様
に
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
真

田
十
勇
士
の
物
語
で
の
真
田
信
繁
（
幸
村
）
は
「
ヒ
ー
ロ
ー
と

し
て
の
信
繁
（
幸
村
）
」
と
し

て
書
か
れ
る
た
め
、
実
際
の
史

実
と
の
ず
れ
が
生
じ
ま
す
が
、

真
田
の
歴
史
だ
け
で
な
く
、
こ

う
い
っ
た
物
語
を
読
む
こ
と
も

お
す
す
め
で
す
。
こ
れ
を
機
に
、

ぜ
ひ
真
田
信
繁
（
幸
村
）
だ
け

で
な
く
、
信
繁
（
幸
村
）
以
外

の
真
田
家
、
ま
た
真
田
家
周
辺

の
人
物
も
調
べ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

真田家氏関係略図　

真
田
幸
綱

昌
幸

信
幸

(

信
之
）

信
繁

（
幸
村
）

河
原
隆
正

隆
正
妹

信
綱

昌
輝

山
之
手
殿

村
松
殿
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歴
史
の
授
業
に
最
も
多
く
登
場
す
る
の
は
信
繁
（
幸
村
）
で
す
が
、
真

田
氏
の
名
が
史
料
で
は
っ
き
り
出
て
来
る
の
は
、
信
繁
の
祖
父
で
あ
る
真

田
幸
綱
で
す
。
真
田
氏
は
武
田
氏
の
家
臣
で
、
幸
綱
の
代
か
ら
武
田
氏
に
つ
い

て
い
ま
し
た
。
武
田
氏
の
信
濃
攻
略
の
中
心
人
物
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
幸
綱
は
、

武
田
信
玄
と
上
杉
謙
信
の
戦
い
で
有
名
な
川
中
島
の
戦
い
（
１
５
６
７
年
）
で
も

　
信
繁
の
父
で
あ
る
真
田
昌
幸
は
幸
綱
の
三
男
で
あ
っ
た
た
め
、
本

来
で
あ
れ
ば
家
督
を
つ
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

長
篠
の
戦
い
（
１
５
７
５
年
）
で
、
真
田
氏
も
武
田
軍
と
し
て
参
加

し
、
こ
の
戦
い
で
幸
綱
か
ら
家
督
を
受
け
継
い
だ
嫡
男
信
綱
と
次
男

昌
輝
は
戦
死
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
三
男
で
あ
っ
た
昌
幸

が
家
督
を
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
長
篠
の
戦
い
後
、
主
家
で
あ
っ
た
武
田
氏
の
滅
亡
に
よ
り
、
昌
幸

は
情
勢
に
合
わ
せ
て
織
田
、
徳
川
、
上
杉
、
豊
臣
と
主
家
を
変
え
て

い
き
ま
し
た
。
そ
の
際
、
敵
対
し
て
い
た
上
杉
、
豊
臣
ら
に
信
用
し

て
も
ら
う
た
め
に
次
男
で
あ
っ
た
信
繁
に
人
質
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

拠
点
へ
向
か
う
よ
う
命
じ
て
い
ま
し
た
。

　
先
読
み
、
状
況
把
握
、
地
形
を
利
用
し
た
戦
い
方
、
心
理
戦
に
長

け
て
い
た
の
昌
幸
は
、
二
度
の
上
田
合
戦
で
徳
川
軍
を
退
け
、
上
田

城
を
死
守
し
て
い
ま
し
た
。

　
徳
川
家
康
が
天
下
を
勝
ち
取
っ
た
事
で
有
名
な
関
ケ
原
の
戦
い

（
１
６
０
０
年
）
後
、
西
軍
に
属
し
て
い
た
昌
幸
と
信
繁
は
二
度
の

上
田
合
戦
で
徳
川
の
怒
り
を
買
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
紀
州

九
度
山
へ
の
流
罪
と
な
り
、
再
び
徳
川
と
相
ま
み
え
た
時
の
必
勝
法

を
信
繁
と
と
も
に
練
っ
て
い
ま
し
た
が
、
故
郷
の
信
州
に
再
び
戻
る

こ
と
は
な
く
１
６
１
１
年
に
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。

　
昌
幸
の
長
男
で
あ
っ
た
信
幸
は
、
昌
幸
を
支
え
、
信
繁
に
と
っ

て
も
頼
れ
る
兄
で
し
た
。
徳
川
家
康
と
豊
臣
秀
吉
が
和
睦
し
、
真

田
は
徳
川
の
家
臣
に
な
る
よ
う
秀
吉
に
い
わ
れ
た
際
に
は
、
徳
川

へ
の
臣
従
の
証
と
し
て
、
家
康
の
養
女
で
あ
っ
た
小
松
姫
と
婚
姻

を
結
び
ま
し
た
。
小
松
姫
の
実
の
父
で
あ
り
、
徳
川
四
天
王
の
一

人
で
あ
っ
た
本
田
忠
勝
に
も
も
て
な
さ
れ
て
い
た
信
幸
は
こ
の
婚

姻
に
よ
り
、
徳
川
と
の
絆
を
強
く
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
関
ケ
原

の
戦
い
で
徳
川
と
豊
臣
が
再
び
対
立
す
る
と
、
徳
川
の
家
臣
と
な

っ
た
信
幸
は
、
豊
臣
に
つ
い
て
い
た
昌
幸
、
信
繁
と
は
共
に
戦
う

こ
と
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
徳
川
が
天
下
を
取
っ
た
の
ち
は
、

信
州
を
攻
め
入
っ
て
た
徳
川
を
こ
と
ご
と
く
討
ち
返
し
て
い
た
真

田
に
対
し
、
怒
り
を
た
め
て
い
た
家
康
は
昌
幸
と
信
繁
に
切
腹
さ

せ
よ
う
と
し
ま
し
た
。
大
切
な
家
族
で
あ
る
二
人
の
命
だ
け
は
守

ろ
う
と
家
康
に
切
腹
だ
け
は
避
け
る
よ
う
、
義
父
の
本
田
忠
勝
と

と
も
に
懇
願
し
た
こ
と
に
よ
り
、
信
幸
は
父
と
弟
を
か
ば
う
こ
と

が
で
き
た
の
で
す
。
こ
の
時
、
真
田
家
の
跡
継
ぎ
の
証
で
あ
る
幸

の
字
を
之
に
改
め
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
　

　
そ
の
後
は
信
州
上
田
藩
の
藩
祖
と
し
て
、
徳
川
幕
府
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
と
な
り
ま
し
た
。
大
坂
の
陣
で
は
病
床
に
あ
り

ま
し
た
が
信

濃
松
代
藩
主

と
し
て
９
３

歳
ま
で
生
き

ま
し
た
。
信

幸
は
真
田
の

名
を
後
世
ま

で
残
し
た
の

で
す
。

　
信
繁
は
活
躍

自
体
は
父
や
兄

に
劣
っ
て
い
ま

し
た
が
、
父
昌

幸
同
様
、
優
秀

な
軍
略
家
で
あ

り
ま
し
た
。

　
主
家
を
豊
臣

に
し
た
際
に
は
、
豊
臣
家
重
臣
で
あ
っ
た
大
谷
吉
継
に
手
厚
く
も

て
な
さ
れ
、
後
に
は
吉
継
の
娘
を
妻
に
迎
え
、
豊
臣
と
強
い
絆
で

結
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
再
び
、
豊
臣
と
徳
川
が
対
立
し
、
徳
川
が
上
田
に
攻
め
入
っ
た

際
に
は
戸
石
城
の
守
り
に
つ
い
て
い
ま
し
た
。
兄
で
あ
る
信
幸
が

戸
石
城
に
攻
め
入
る
と
、
信
繁
と
そ
の
家
臣
た
ち
は
戦
う
意
思
を

見
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
戸
石
城
を
落

と
し
た
の
ち
、
信
幸
に
戸
石
城
を
守
り
に
つ
か
せ
る
可
能
性
を
考

え
た
か
ら
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
昌
幸
と
家
族
で
の
直
接
対
決
を

避
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
上
田
城
に
戻
り
、
昌

幸
と
と
も
に
第
二
次
上
田
合
戦
を
戦
い
抜
き
、
徳
川
を
追
い
返
し

ま
し
た
。

　
紀
州
九
度
山
へ
流
罪
に
な
っ
て
か
ら
は
、
豊
臣
家
を
滅
ぼ
そ
う

と
、
再
び
仕
掛
け
て
く
る
徳
川
を
討
つ
べ
く
策
を
練
り
続
け
ま
し

た
。
昌
幸
が
亡
く
な
っ
た
後
、
信
繁
は
再
び
豊
臣
の
た
め
に
戦
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
若
く
大
き
な
実
績
も
な
い
信

繁
個
人
の
力
で
は
豊
臣
家
重
臣
を
動
か
す
こ
と
は
で
き
ず
、
考
え

た
軍
略
を
実
行
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、

で
き
る
限
り
の
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
完
璧
に
見
え
た
大
阪
城
の
防

御
の
弱
点
を
指
摘
し
、
出
城
を
築
き
、
大
坂
冬
の
陣
で
は
大
戦
果

を
あ
げ
、
徳
川
側
が
惨
敗
す
る
に
至
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
で
も
豊

真
田
家
の
始
ま
り

真
田
幸
綱

従
軍
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
病
に
侵
さ

れ
た
幸
綱
は
家
督
を
嫡

男
信
綱
に
譲
り
隠
居
し

た
の
ち
１
５
７
４
年
に

亡
く
な
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

戦
国
時
代
き
っ
て
の
軍
略
家

真
田
昌
幸

徳
川
家
臣
と
し
て
真
田
の
名
を
残
し
た

真
田
信
幸

最
後
ま
で
徳
川
の
前
に
立
ち
は
だ
か
っ
た

真
田
信
繁

臣
重
臣
を
説
得
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
夏
の
陣

で
は
果
敢
に
突
撃
し
、
家
康
の
本
陣
ま
で
追
い
詰
め
ま
す
が
、

徳
川
側
の
増
援
に
よ
り
あ
と
一
歩
家
康
の
首
に
届
く
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
家
康
を
自
刃
寸
前
ま
で
追
い
詰
め
た

信
繁
で
し
た
が
、
１
６
１
５
年
大
坂
夏
の
陣
で
命
を
落
と
し

ま
し
た
。
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真田家の活躍
　上田市には真田信繁（幸村）という戦国時代に活躍した武将
のまつわるものが多くあります。上田城跡公園はもちろん、お
土産やいたるところに用いられる六文銭、上田駅前に点在する
真田十勇士の銅像など、様々なところで見つけることができま
す。このページではそんな、真田信繁（幸村）や真田家につい
て詳しく見ていこうと思います。

　
天
下
を
取
っ
た
徳
川
を
こ
と
ご
と
く
苦
し
め
た
真
田
家
は
、

大
き
な
出
来
事
は
少
な
い
で
す
が
、
強
大
な
力
に
立
ち
向
か
っ

た
人
物
と
し
て
多
く
の
物
語
や
ゲ
ー
ム
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し

て
、
語
り
継
が
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に
、
「
真
田
十
勇

士
」
と
い
わ
れ
る
人
々
が
出
て
き
ま
す
。
真
田
十
勇
士
は
ほ
と

ん
ど
が
架
空
の
人
物
で
は
あ
り
ま
す
が
、
真
田
幸
村
に
仕
え
た

と
さ
れ
る
十
人
と
し
て
、
様
々
な
派
生
作
品
が
作
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
上
田
駅
の
周
辺
に
も
、
真
田
十
勇
士
の
像
が
各
地
に
た

て
ら
れ
て
い
た
り
と
、
幸
村
同
様
に
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
真

田
十
勇
士
の
物
語
で
の
真
田
信
繁
（
幸
村
）
は
「
ヒ
ー
ロ
ー
と

し
て
の
信
繁
（
幸
村
）
」
と
し

て
書
か
れ
る
た
め
、
実
際
の
史

実
と
の
ず
れ
が
生
じ
ま
す
が
、

真
田
の
歴
史
だ
け
で
な
く
、
こ

う
い
っ
た
物
語
を
読
む
こ
と
も

お
す
す
め
で
す
。
こ
れ
を
機
に
、

ぜ
ひ
真
田
信
繁
（
幸
村
）
だ
け

で
な
く
、
信
繁
（
幸
村
）
以
外

の
真
田
家
、
ま
た
真
田
家
周
辺

の
人
物
も
調
べ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
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歴
史
の
授
業
に
最
も
多
く
登
場
す
る
の
は
信
繁
（
幸
村
）
で
す
が
、
真

田
氏
の
名
が
史
料
で
は
っ
き
り
出
て
来
る
の
は
、
信
繁
の
祖
父
で
あ
る
真

田
幸
綱
で
す
。
真
田
氏
は
武
田
氏
の
家
臣
で
、
幸
綱
の
代
か
ら
武
田
氏
に
つ
い

て
い
ま
し
た
。
武
田
氏
の
信
濃
攻
略
の
中
心
人
物
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
幸
綱
は
、

武
田
信
玄
と
上
杉
謙
信
の
戦
い
で
有
名
な
川
中
島
の
戦
い
（
１
５
６
７
年
）
で
も

　
信
繁
の
父
で
あ
る
真
田
昌
幸
は
幸
綱
の
三
男
で
あ
っ
た
た
め
、
本

来
で
あ
れ
ば
家
督
を
つ
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

長
篠
の
戦
い
（
１
５
７
５
年
）
で
、
真
田
氏
も
武
田
軍
と
し
て
参
加

し
、
こ
の
戦
い
で
幸
綱
か
ら
家
督
を
受
け
継
い
だ
嫡
男
信
綱
と
次
男

昌
輝
は
戦
死
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
三
男
で
あ
っ
た
昌
幸

が
家
督
を
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
長
篠
の
戦
い
後
、
主
家
で
あ
っ
た
武
田
氏
の
滅
亡
に
よ
り
、
昌
幸

は
情
勢
に
合
わ
せ
て
織
田
、
徳
川
、
上
杉
、
豊
臣
と
主
家
を
変
え
て

い
き
ま
し
た
。
そ
の
際
、
敵
対
し
て
い
た
上
杉
、
豊
臣
ら
に
信
用
し

て
も
ら
う
た
め
に
次
男
で
あ
っ
た
信
繁
に
人
質
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

拠
点
へ
向
か
う
よ
う
命
じ
て
い
ま
し
た
。

　
先
読
み
、
状
況
把
握
、
地
形
を
利
用
し
た
戦
い
方
、
心
理
戦
に
長

け
て
い
た
の
昌
幸
は
、
二
度
の
上
田
合
戦
で
徳
川
軍
を
退
け
、
上
田

城
を
死
守
し
て
い
ま
し
た
。

　
徳
川
家
康
が
天
下
を
勝
ち
取
っ
た
事
で
有
名
な
関
ケ
原
の
戦
い

（
１
６
０
０
年
）
後
、
西
軍
に
属
し
て
い
た
昌
幸
と
信
繁
は
二
度
の

上
田
合
戦
で
徳
川
の
怒
り
を
買
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
紀
州

九
度
山
へ
の
流
罪
と
な
り
、
再
び
徳
川
と
相
ま
み
え
た
時
の
必
勝
法

を
信
繁
と
と
も
に
練
っ
て
い
ま
し
た
が
、
故
郷
の
信
州
に
再
び
戻
る

こ
と
は
な
く
１
６
１
１
年
に
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。

　
昌
幸
の
長
男
で
あ
っ
た
信
幸
は
、
昌
幸
を
支
え
、
信
繁
に
と
っ

て
も
頼
れ
る
兄
で
し
た
。
徳
川
家
康
と
豊
臣
秀
吉
が
和
睦
し
、
真

田
は
徳
川
の
家
臣
に
な
る
よ
う
秀
吉
に
い
わ
れ
た
際
に
は
、
徳
川

へ
の
臣
従
の
証
と
し
て
、
家
康
の
養
女
で
あ
っ
た
小
松
姫
と
婚
姻

を
結
び
ま
し
た
。
小
松
姫
の
実
の
父
で
あ
り
、
徳
川
四
天
王
の
一

人
で
あ
っ
た
本
田
忠
勝
に
も
も
て
な
さ
れ
て
い
た
信
幸
は
こ
の
婚

姻
に
よ
り
、
徳
川
と
の
絆
を
強
く
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
関
ケ
原

の
戦
い
で
徳
川
と
豊
臣
が
再
び
対
立
す
る
と
、
徳
川
の
家
臣
と
な

っ
た
信
幸
は
、
豊
臣
に
つ
い
て
い
た
昌
幸
、
信
繁
と
は
共
に
戦
う

こ
と
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
徳
川
が
天
下
を
取
っ
た
の
ち
は
、

信
州
を
攻
め
入
っ
て
た
徳
川
を
こ
と
ご
と
く
討
ち
返
し
て
い
た
真

田
に
対
し
、
怒
り
を
た
め
て
い
た
家
康
は
昌
幸
と
信
繁
に
切
腹
さ

せ
よ
う
と
し
ま
し
た
。
大
切
な
家
族
で
あ
る
二
人
の
命
だ
け
は
守

ろ
う
と
家
康
に
切
腹
だ
け
は
避
け
る
よ
う
、
義
父
の
本
田
忠
勝
と

と
も
に
懇
願
し
た
こ
と
に
よ
り
、
信
幸
は
父
と
弟
を
か
ば
う
こ
と

が
で
き
た
の
で
す
。
こ
の
時
、
真
田
家
の
跡
継
ぎ
の
証
で
あ
る
幸

の
字
を
之
に
改
め
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
　

　
そ
の
後
は
信
州
上
田
藩
の
藩
祖
と
し
て
、
徳
川
幕
府
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
と
な
り
ま
し
た
。
大
坂
の
陣
で
は
病
床
に
あ
り

ま
し
た
が
信

濃
松
代
藩
主

と
し
て
９
３

歳
ま
で
生
き

ま
し
た
。
信

幸
は
真
田
の

名
を
後
世
ま

で
残
し
た
の

で
す
。

　
信
繁
は
活
躍

自
体
は
父
や
兄

に
劣
っ
て
い
ま

し
た
が
、
父
昌

幸
同
様
、
優
秀

な
軍
略
家
で
あ

り
ま
し
た
。

　
主
家
を
豊
臣

に
し
た
際
に
は
、
豊
臣
家
重
臣
で
あ
っ
た
大
谷
吉
継
に
手
厚
く
も

て
な
さ
れ
、
後
に
は
吉
継
の
娘
を
妻
に
迎
え
、
豊
臣
と
強
い
絆
で

結
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
再
び
、
豊
臣
と
徳
川
が
対
立
し
、
徳
川
が
上
田
に
攻
め
入
っ
た

際
に
は
戸
石
城
の
守
り
に
つ
い
て
い
ま
し
た
。
兄
で
あ
る
信
幸
が

戸
石
城
に
攻
め
入
る
と
、
信
繁
と
そ
の
家
臣
た
ち
は
戦
う
意
思
を

見
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
戸
石
城
を
落

と
し
た
の
ち
、
信
幸
に
戸
石
城
を
守
り
に
つ
か
せ
る
可
能
性
を
考

え
た
か
ら
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
昌
幸
と
家
族
で
の
直
接
対
決
を

避
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
上
田
城
に
戻
り
、
昌

幸
と
と
も
に
第
二
次
上
田
合
戦
を
戦
い
抜
き
、
徳
川
を
追
い
返
し

ま
し
た
。

　
紀
州
九
度
山
へ
流
罪
に
な
っ
て
か
ら
は
、
豊
臣
家
を
滅
ぼ
そ
う

と
、
再
び
仕
掛
け
て
く
る
徳
川
を
討
つ
べ
く
策
を
練
り
続
け
ま
し

た
。
昌
幸
が
亡
く
な
っ
た
後
、
信
繁
は
再
び
豊
臣
の
た
め
に
戦
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
若
く
大
き
な
実
績
も
な
い
信

繁
個
人
の
力
で
は
豊
臣
家
重
臣
を
動
か
す
こ
と
は
で
き
ず
、
考
え

た
軍
略
を
実
行
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、

で
き
る
限
り
の
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
完
璧
に
見
え
た
大
阪
城
の
防

御
の
弱
点
を
指
摘
し
、
出
城
を
築
き
、
大
坂
冬
の
陣
で
は
大
戦
果

を
あ
げ
、
徳
川
側
が
惨
敗
す
る
に
至
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
で
も
豊

真
田
家
の
始
ま
り

真
田
幸
綱

従
軍
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
病
に
侵
さ

れ
た
幸
綱
は
家
督
を
嫡

男
信
綱
に
譲
り
隠
居
し

た
の
ち
１
５
７
４
年
に

亡
く
な
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

戦
国
時
代
き
っ
て
の
軍
略
家

真
田
昌
幸

徳
川
家
臣
と
し
て
真
田
の
名
を
残
し
た

真
田
信
幸

最
後
ま
で
徳
川
の
前
に
立
ち
は
だ
か
っ
た

真
田
信
繁

臣
重
臣
を
説
得
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
夏
の
陣

で
は
果
敢
に
突
撃
し
、
家
康
の
本
陣
ま
で
追
い
詰
め
ま
す
が
、

徳
川
側
の
増
援
に
よ
り
あ
と
一
歩
家
康
の
首
に
届
く
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
家
康
を
自
刃
寸
前
ま
で
追
い
詰
め
た

信
繁
で
し
た
が
、
１
６
１
５
年
大
坂
夏
の
陣
で
命
を
落
と
し

ま
し
た
。
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　鈴木誠ゼミナールは、２年生 14 人、３年生 11 人、４年生 12 人の計 37 人です。

　ゼミナールでは「地域マネジメントプロジェクト」と題し、上田市にある企業の経営者と労働者に着目

したプロジェクト研究を展開しています。その一環が「上田で働く人を通して上田の魅力を探求する」を

コンセプトに、学生が主役となって上田市を紹介する情報誌『てくてくうえだ』を作成する「タウン誌作

成プロジェクト」です。

　上田市にある企業の経営者やそこで働く労働者を通して、まず自分たちが上田市のことをもっとよく知

ります。その際、普段では顧客に届かない思いやモットーをインタビューで聞き出し、また教科書では知

ることができない経営や労働の知見を得ていきます。そして、取材活動から得た知見や経験を一人ひとり

の学生が自らのキャリアデザインに活かしていくことを目標としています。その上で、上田経済の活性化

に向けて町おこしや地域の課題発見・問題解決につなげることによって若者層をはじめ、あらゆる世代が

「住みたい、住み続けたいと思う上田市」になるように促したいと考えています。

　長野大学は 2017 年に公立大学法人となりました。それに伴い、県内だけではなく県外からも多くの学生

が集まり、多種多様な学びの場へと展開していきました。本学には「社会福祉学部」「環境ツーリズム学部」「企

業情報学部」の３つの学部があり、個々の目標にあったさまざまなプログラムが行われています。長野大学

が最も重視している学びの精神は、地域とともに地域の中で実際に見て触れて感じるというものです。

大学紹介

長野大学

　企業情報学部では答えの見えない問題・課題の解決

をチームで取り組みビジネスの「楽しさ」や「やりが

い」を理解しながら企業や組織から必要とされている

問題解決能力を身につけていきます。卒業後に目指す

職業を見据えて「経営」「情報」「デザイン」の３つの

分野・コースから希望の学びを選択し、段階的な学び

によって「社会で生きていく力」を獲得します。

企業情報学部

鈴木誠ゼミナールの活動

自らのキャリアデザインに
生かせる

上田経済の活性化を促す

町おこしや地域の課題・
問題解決につながる

４．てくてくうえだ
　　　　　　　発行

１．企画立案

グループワークにより、
対話力の向上

２．インタビューの実施

社会調査の手法を習得

３．記事執筆・デザイン

illustrator 技術・
文章構成能力の獲得
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今
年
度
も
ゼ
ミ
生
と
協
力
し
て
、

完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
マ
ッ
プ
の
作
成
等
は
大
変
で

し
た
が
、
そ
の
分
充
実
し
た
最
後

の
ゼ
ミ
活
動
を
送
れ
た
の
で
良
か

っ
た
で
す
。(

田
子
翔
太)

鈴
木
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
三
年
間
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
で
卒
業

で
す
。
来
年
か
ら
は
読
者
と
し
て

『
て
く
て
く
う
え
だ
』
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。(

濱
辺
道
登)

今
回
も
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
と
協

力
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
も
の
を

作
成
で
き
ま
し
た
。
最
後
の
ゼ
ミ

活
動
を
楽
し
く
終
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。(

松
浦
克
美)

昨
年
度
の
経
験
を
活
か
し
て
、
タ

ウ
ン
誌
作
成
を
進
め
る
こ
と
が
出

来
し
た
。
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
が
出
来
て
良
か
っ
た
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。(

渡
邉
響)

今
年
は
昨
年
の
課
題
を
改
善
し
、

よ
り
良
い
も
の
が
で
き
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
で
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

力
を
入
れ
内
容
の
濃
い
も
の
に
な

り
ま
し
た
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。

(

島
田
愛
菜
｠

今
回
の
『
て
く
て
く
う
え
だ
』
で

は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
状
況
で
あ
り

な
が
ら
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て

タ
ウ
ン
誌
を
作
成
し
、
と
て
も
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。(

古
田
惇
大)

初
め
て
の
タ
ウ
ン
誌
作
成
で
慣
れ

な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
が
、
無
事
完
成
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
よ
か
っ
た
で
す
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(

土
屋
翔)

初
め
て
タ
ウ
ン
誌
の
作
成
に
携
わ

り
、
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
く
大

変
で
し
た
が
、
貴
重
な
体
験
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。(

田
原
沙
耶)

今
年
は
後
輩
の
サ
ポ
ー
ト
や
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
で

協
力
し
、
楽
し
く
タ
ウ
ン
誌
作
成

を
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
良
か

っ
た
で
す
。
｟
青
木
二
芽
｠

こ
の
ゼ
ミ
が
発
足
し
て
か
ら
三
年

間
、
何
ら
か
の
形
で
タ
ウ
ン
誌
づ

く
り
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
毎

年
山
あ
り
谷
あ
り
で
す
が
、
成
果

と
し
て
形
に
な
る
と
や
は
り
感
慨

深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
め
で
た

し
。(

勝
拓
実)

引
き
続
き
コ
ロ
ナ
禍
で
の
ゼ
ミ
活

動
が
続
き
ま
し
た
が
、
今
年
も
素

晴
ら
し
い
タ
ウ
ン
誌
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
上
田
市
が
さ
ら
に
好

き
な
場
所
に
な
り
ま
し
た
。

(

井
出
大
貴)

今
年
は
去
年
学
ん
だ
こ
と
を
活
か

し
て
編
集
作
業
を
行
う
こ
と
が
で

き
、
無
事
に
タ
ウ
ン
誌
を
完
成
さ

せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(

河
村
優
里)

初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
苦
戦
し

ま
し
た
が
、
タ
ウ
ン
誌
の
作
成
は

新
し
く
知
る
こ
と
も
多
く
、
と
て

も
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
助

け
て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
方
に
感
謝

で
す
。(

近
藤
涼
花)

初
め
て
タ
ウ
ン
誌
を
作
り
ま
し
た

が
、
何
も
な
か
っ
た
と
こ
ろ
か
ら

新
し
い
も
の
を
生
み
出
す
楽
し
さ

と
や
り
が
い
を
学
び
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(

多
胡
大
輝)

タ
ウ
ン
誌
の
作
成
は
経
験
が
な

か
っ
た
の
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

多
く
不
安
で
し
た
が
、
グ
ル
ー
プ

の
先
輩
方
の
的
確
な
指
導
の
お
か

げ
で
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
貴

重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

(

鶴
田
和
也)

卒
業
し
た
先
輩
方
に
教
え
て
も
ら

っ
た
こ
と
を
活
か
し
な
が
ら
作
業

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
学
生
最

後
の
ゼ
ミ
活
動
が
充
実
し
た
も
の

に
な
り
よ
か
っ
た
で
す
。

(

崎
塩
友
海)

ゼ
ミ
を
通
し
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
知
り
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
上
田
の
魅
力
を

発
見
し
て
い
き
ま
す
。

(

橋
本
義
則)

今
年
度
は
前
期
か
ら
対
面
で
ゼ
ミ

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
点
が
大
き

か
っ
た
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
各

班
、
そ
し
て
各
個
人
が
能
力
を
発

揮
し
な
が
ら
制
作
が
で
き
ま
し

た
。
｟
出
井
寿
珠
｠

3
年
生
と
し
て
上
手
く
い
か
な
い

こ
と
も
多
か
っ
た
で
す
が
無
事
入

稿
す
る
こ
と
が
で
き
よ
か
っ
た
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
中
で
し

た
が
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。(

高
田
渉)

み
な
さ
ん
が
取
材
し
て
き
た
情
報

を
，
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
の
中
に

掲
載
す
る
作
業
に
苦
労
し
ま
し

た
。
読
者
に
な
っ
た
立
場
で
，
ど

の
よ
う
な
情
報
を
載
せ
た
ら
読
み

や
す
い
の
か
を
試
行
錯
誤
し
ま
し

た
。(

岡
村
秀
真)

記
事
の
作
成
を
通
じ
て
、
た
い
へ

ん
有
意
義
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い

た
た
く
さ
ん
の
方
々
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(

白
石
宗
依)

初
め
て
の
タ
ウ
ン
誌
作
成
で
し
た

が
、
先
輩
の
サ
ポ
ー
ト
の
お
か
げ

で
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
タ
ウ
ン
誌
作
成
の
経
験
で
多

く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

(

杉
山
敦
優)

今
年
度
は
去
年
度
の
経
験
を
活
か

し
、
効
率
よ
く
作
業
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
協
力
し
て
く
れ
た

方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

(

熊
谷
晃
希)

コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
っ
た
中
で
、

満
足
の
い
く
タ
ウ
ン
誌
を
作
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ゼ
ミ
は

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
経
験

を
今
後
に
活
か
し
た
い
で
す
。

(

宮
元
風
太)

満
足
の
い
く
も
の
が
で
き
ま
し

た
。
タ
ウ
ン
誌
作
り
に
関
わ
っ
た

皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
鈴
木
ゼ
ミ
に
入
っ
て
良
か
っ

た
で
す
。
こ
こ
で
培
っ
た
経
験
を

活
か
し
ま
す
。(

竹
澤
憂
花)

取
材
先
の
こ
だ
わ
り
や
上
田
の
魅

力
が
伝
え
ら
れ
る
と
て
も
良
い
タ

ウ
ン
誌
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

取
材
を
快
く
受
け
て
い
た
だ
い
た

中
沢
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。(

石
井
佑
季
奈)

昨
年
の
経
験
を
活
か
し
て
、
今
年

の
活
動
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の

活
動
を
通
し
て
得
た
経
験
を
こ
れ

か
ら
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。(

大
瀧
駿
介)

グ
ル
ー
プ
活
動
で
は
、
協
力
す
る

大
切
さ
や
技
術
な
ど
を
先
輩
方
か

ら
学
び
ま
し
た
。
上
田
市
と
一
体

に
な
っ
て
魅
力
を
伝
え
ら
れ
る
成

果
物
を
作
る
こ
と
が
で
き
て
良
か

っ
た
で
す
。(

内
田
遥)

初
め
て
の
タ
ウ
ン
誌
作
成
で
大
変

な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
先
輩
方

の
お
か
げ
で
完
成
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
得
た
経
験

を
今
後
に
活
か
し
て
い
き
た
い
で

す
。(

川
地
純
矢)

今
回
の
ゼ
ミ
の
活
動
を
通
し
て
上

田
の
魅
力
を
改
め
て
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
タ
ウ
ン
誌
を

通
し
て
よ
り
多
く
の
人
に
上
田
の

魅
力
が
伝
わ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

(

黒
柳
壮
左)

大
学
最
後
の
ゼ
ミ
活
動
で
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し

満
足
の
い
く
内
容
に
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
4
年
間
の
よ
い
思
い
出

に
な
り
ま
し
た
。(

沼
田
聖
那)

特
集
ペ
ー
ジ
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
去
年
よ
り
や
る
べ
き
こ
と

が
多
い
一
年
で
し
た
が
、
楽
し
く

で
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
社
会

人
に
な
っ
て
も
生
か
し
て
い
き
た

い
で
す
。
｟
山
中
島
伶
奈
｠

今
年
は
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
出
会
い

が
あ
り
、
と
て
も
楽
し
い
ゼ
ミ
活

動
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

(

渡
邊
晴
幸)

今
回
作
成
し
た
タ
ウ
ン
誌
を
通
じ

て
、
さ
ら
に
上
田
を
好
き
に
な
っ

て
も
ら
え
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
タ

ウ
ン
誌
制
作
に
ご
協
力
し
て
く
だ

さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。(

岡
崎
里
佳)

今
回
タ
ウ
ン
誌
を
作
成
す
る
に
あ

た
っ
て
多
く
の
人
に
助
け
ら
れ
な

が
ら
作
成
し
ま
し
た
。
取
材
先
の

方
を
は
じ
め
、
鈴
木
ゼ
ミ
全
員
に

助
け
ら
れ
感
謝
し
て
い
ま
す
。

｟
海
老
原
稜
大
｠

今
回
は
初
め
て
雑
誌
を
つ
く
る
機

会
で
難
し
い
こ
と
苦
労
す
る
こ
と

も
沢
山
あ
り
ま
し
た
が
、
先
輩
方

に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
頑
張
れ

ま
し
た
。
い
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
。(

佐
々
木
聖
太)

最
後
ま
で
楽
し
ん
で
『
て
く
て
く

う
え
だ
』
の
作
成
に
取
り
掛
か
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
域
の
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

(

村
田
充)
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今
年
度
も
ゼ
ミ
生
と
協
力
し
て
、

完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
マ
ッ
プ
の
作
成
等
は
大
変
で

し
た
が
、
そ
の
分
充
実
し
た
最
後

の
ゼ
ミ
活
動
を
送
れ
た
の
で
良
か

っ
た
で
す
。(

田
子
翔
太)

鈴
木
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
三
年
間
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
で
卒
業

で
す
。
来
年
か
ら
は
読
者
と
し
て

『
て
く
て
く
う
え
だ
』
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。(

濱
辺
道
登)

今
回
も
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
と
協

力
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
も
の
を

作
成
で
き
ま
し
た
。
最
後
の
ゼ
ミ

活
動
を
楽
し
く
終
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。(

松
浦
克
美)

昨
年
度
の
経
験
を
活
か
し
て
、
タ

ウ
ン
誌
作
成
を
進
め
る
こ
と
が
出

来
し
た
。
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
が
出
来
て
良
か
っ
た
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。(

渡
邉
響)

今
年
は
昨
年
の
課
題
を
改
善
し
、

よ
り
良
い
も
の
が
で
き
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
で
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

力
を
入
れ
内
容
の
濃
い
も
の
に
な

り
ま
し
た
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。

(

島
田
愛
菜
｠

今
回
の
『
て
く
て
く
う
え
だ
』
で

は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
状
況
で
あ
り

な
が
ら
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て

タ
ウ
ン
誌
を
作
成
し
、
と
て
も
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。(

古
田
惇
大)

初
め
て
の
タ
ウ
ン
誌
作
成
で
慣
れ

な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
が
、
無
事
完
成
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
よ
か
っ
た
で
す
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(

土
屋
翔)

初
め
て
タ
ウ
ン
誌
の
作
成
に
携
わ

り
、
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
く
大

変
で
し
た
が
、
貴
重
な
体
験
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。(

田
原
沙
耶)

今
年
は
後
輩
の
サ
ポ
ー
ト
や
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
で

協
力
し
、
楽
し
く
タ
ウ
ン
誌
作
成

を
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
良
か

っ
た
で
す
。
｟
青
木
二
芽
｠

こ
の
ゼ
ミ
が
発
足
し
て
か
ら
三
年

間
、
何
ら
か
の
形
で
タ
ウ
ン
誌
づ

く
り
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
毎

年
山
あ
り
谷
あ
り
で
す
が
、
成
果

と
し
て
形
に
な
る
と
や
は
り
感
慨

深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
め
で
た

し
。(

勝
拓
実)

引
き
続
き
コ
ロ
ナ
禍
で
の
ゼ
ミ
活

動
が
続
き
ま
し
た
が
、
今
年
も
素

晴
ら
し
い
タ
ウ
ン
誌
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
上
田
市
が
さ
ら
に
好

き
な
場
所
に
な
り
ま
し
た
。

(

井
出
大
貴)

今
年
は
去
年
学
ん
だ
こ
と
を
活
か

し
て
編
集
作
業
を
行
う
こ
と
が
で

き
、
無
事
に
タ
ウ
ン
誌
を
完
成
さ

せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(

河
村
優
里)

初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
苦
戦
し

ま
し
た
が
、
タ
ウ
ン
誌
の
作
成
は

新
し
く
知
る
こ
と
も
多
く
、
と
て

も
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
助

け
て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
方
に
感
謝

で
す
。(

近
藤
涼
花)

初
め
て
タ
ウ
ン
誌
を
作
り
ま
し
た

が
、
何
も
な
か
っ
た
と
こ
ろ
か
ら

新
し
い
も
の
を
生
み
出
す
楽
し
さ

と
や
り
が
い
を
学
び
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(

多
胡
大
輝)

タ
ウ
ン
誌
の
作
成
は
経
験
が
な

か
っ
た
の
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

多
く
不
安
で
し
た
が
、
グ
ル
ー
プ

の
先
輩
方
の
的
確
な
指
導
の
お
か

げ
で
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
貴

重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

(

鶴
田
和
也)

卒
業
し
た
先
輩
方
に
教
え
て
も
ら

っ
た
こ
と
を
活
か
し
な
が
ら
作
業

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
学
生
最

後
の
ゼ
ミ
活
動
が
充
実
し
た
も
の

に
な
り
よ
か
っ
た
で
す
。

(

崎
塩
友
海)

ゼ
ミ
を
通
し
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
知
り
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
上
田
の
魅
力
を

発
見
し
て
い
き
ま
す
。

(

橋
本
義
則)

今
年
度
は
前
期
か
ら
対
面
で
ゼ
ミ

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
点
が
大
き

か
っ
た
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
各

班
、
そ
し
て
各
個
人
が
能
力
を
発

揮
し
な
が
ら
制
作
が
で
き
ま
し

た
。
｟
出
井
寿
珠
｠

3
年
生
と
し
て
上
手
く
い
か
な
い

こ
と
も
多
か
っ
た
で
す
が
無
事
入

稿
す
る
こ
と
が
で
き
よ
か
っ
た
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
中
で
し

た
が
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。(

高
田
渉)

み
な
さ
ん
が
取
材
し
て
き
た
情
報

を
，
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
の
中
に

掲
載
す
る
作
業
に
苦
労
し
ま
し

た
。
読
者
に
な
っ
た
立
場
で
，
ど

の
よ
う
な
情
報
を
載
せ
た
ら
読
み

や
す
い
の
か
を
試
行
錯
誤
し
ま
し

た
。(

岡
村
秀
真)

記
事
の
作
成
を
通
じ
て
、
た
い
へ

ん
有
意
義
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い

た
た
く
さ
ん
の
方
々
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(
白
石
宗
依)

初
め
て
の
タ
ウ
ン
誌
作
成
で
し
た

が
、
先
輩
の
サ
ポ
ー
ト
の
お
か
げ

で
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
タ
ウ
ン
誌
作
成
の
経
験
で
多

く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

(

杉
山
敦
優)

今
年
度
は
去
年
度
の
経
験
を
活
か

し
、
効
率
よ
く
作
業
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
協
力
し
て
く
れ
た

方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

(

熊
谷
晃
希)

コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
っ
た
中
で
、

満
足
の
い
く
タ
ウ
ン
誌
を
作
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ゼ
ミ
は

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
経
験

を
今
後
に
活
か
し
た
い
で
す
。

(

宮
元
風
太)

満
足
の
い
く
も
の
が
で
き
ま
し

た
。
タ
ウ
ン
誌
作
り
に
関
わ
っ
た

皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
鈴
木
ゼ
ミ
に
入
っ
て
良
か
っ

た
で
す
。
こ
こ
で
培
っ
た
経
験
を

活
か
し
ま
す
。(

竹
澤
憂
花)

取
材
先
の
こ
だ
わ
り
や
上
田
の
魅

力
が
伝
え
ら
れ
る
と
て
も
良
い
タ

ウ
ン
誌
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

取
材
を
快
く
受
け
て
い
た
だ
い
た

中
沢
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。(

石
井
佑
季
奈)

昨
年
の
経
験
を
活
か
し
て
、
今
年

の
活
動
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の

活
動
を
通
し
て
得
た
経
験
を
こ
れ

か
ら
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。(

大
瀧
駿
介)

グ
ル
ー
プ
活
動
で
は
、
協
力
す
る

大
切
さ
や
技
術
な
ど
を
先
輩
方
か

ら
学
び
ま
し
た
。
上
田
市
と
一
体

に
な
っ
て
魅
力
を
伝
え
ら
れ
る
成

果
物
を
作
る
こ
と
が
で
き
て
良
か

っ
た
で
す
。(

内
田
遥)

初
め
て
の
タ
ウ
ン
誌
作
成
で
大
変

な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
先
輩
方

の
お
か
げ
で
完
成
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
得
た
経
験

を
今
後
に
活
か
し
て
い
き
た
い
で

す
。(

川
地
純
矢)

今
回
の
ゼ
ミ
の
活
動
を
通
し
て
上

田
の
魅
力
を
改
め
て
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
タ
ウ
ン
誌
を

通
し
て
よ
り
多
く
の
人
に
上
田
の

魅
力
が
伝
わ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

(

黒
柳
壮
左)

大
学
最
後
の
ゼ
ミ
活
動
で
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し

満
足
の
い
く
内
容
に
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
4
年
間
の
よ
い
思
い
出

に
な
り
ま
し
た
。(

沼
田
聖
那)

特
集
ペ
ー
ジ
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
去
年
よ
り
や
る
べ
き
こ
と

が
多
い
一
年
で
し
た
が
、
楽
し
く

で
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
社
会

人
に
な
っ
て
も
生
か
し
て
い
き
た

い
で
す
。
｟
山
中
島
伶
奈
｠

今
年
は
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
出
会
い

が
あ
り
、
と
て
も
楽
し
い
ゼ
ミ
活

動
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

(

渡
邊
晴
幸)

今
回
作
成
し
た
タ
ウ
ン
誌
を
通
じ

て
、
さ
ら
に
上
田
を
好
き
に
な
っ

て
も
ら
え
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
タ

ウ
ン
誌
制
作
に
ご
協
力
し
て
く
だ

さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。(

岡
崎
里
佳)

今
回
タ
ウ
ン
誌
を
作
成
す
る
に
あ

た
っ
て
多
く
の
人
に
助
け
ら
れ
な

が
ら
作
成
し
ま
し
た
。
取
材
先
の

方
を
は
じ
め
、
鈴
木
ゼ
ミ
全
員
に

助
け
ら
れ
感
謝
し
て
い
ま
す
。

｟
海
老
原
稜
大
｠

今
回
は
初
め
て
雑
誌
を
つ
く
る
機

会
で
難
し
い
こ
と
苦
労
す
る
こ
と

も
沢
山
あ
り
ま
し
た
が
、
先
輩
方

に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
頑
張
れ

ま
し
た
。
い
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
。(

佐
々
木
聖
太)

最
後
ま
で
楽
し
ん
で
『
て
く
て
く

う
え
だ
』
の
作
成
に
取
り
掛
か
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
域
の
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

(

村
田
充)

編集後記
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